
第
二
節

呂
本
函
緩
法
と
地

方
自
治
法
の
制
定

点
に
立
つ
も
の
が
、

「民主化」と地方政治

翠
一
一
十
二

と
づ
く
新
し
い
政
治
体
制
が
つ
く
ら
れ
た
。
中
で
も
議
会
の
権
問
限
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
新

っ
唯
一
の
立
法
機
関
」
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
新
議
法
は
第
八
章
に

「
民
主
化
」

と
地
方
政
治

政
治
の
民
主
化

G
H
Q
に
よ
る
民
主
化
政
策
は
、

日
本
の
政
治
・
経
済
・
社
会
そ
の
他
様
々
な
分
野
に
お
よ
び
、
改
革

の
嵐
に
見
舞
わ
れ
な
か
っ
た
分
野
は
少
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

G
H
Q
に
よ
る
戦
後
民
主
化
政
策
の
頂

日
本
国
憲
法
の
公
布
施
行
で
あ
っ
た
。
新
憲
法
は
昭
和
ニ
十
一
（
一
九
四
六
）
年
十
一

日
公
布
さ
れ
、

日
施
行
さ
れ
た
。
新
憲
法
に
よ
っ
て
、
主
権
在
民
（
国
民
主
権
）
、
戦
争
放
楽
、
基
本
的
人
機
の
尊
重
に
も

お
い
て
、
国
会
は
「
問
権
の
最
高
機
関
し
と
な
り
、

明
治
憲
法
に
は
な
か
っ
た
っ
地
方
r
円
治
L

の
章
を
も
う
け
、

四
つ
の
条
文
を
列
記
し
、

「
地
方
自
治
」
を
憲
法
で
保
障
す
る
と

と
も
に
、
地
方
自
治
の
あ
り
か
た
を
示
し
た
。
こ
の
結
果
、
地
方
議
会
の
権
限
が
強
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
知
事
・
市
町
村
長

こ
れ
と
並
ん
で
、
地
方
自
治
法
も
翌
二
十
二
年
間

第二節

の
住
民
に
よ
る
夜
接
選
挙
、
住
民
投
票
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

「
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
い
て
、

月
十
七
日
公
布
さ
れ
、
憲
法
と
向
じ
五
月
一
一
一
日
施
行
さ
れ
た
。
同
法
は
第
一
条
に
お
い
て
、
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（
略
）
悶
と
地
方
公
共
団
体
と
の
基
本
的
関
係
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
民
主
的
に
し
て
能
率
的
な

行
政
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
の
健
全
な
発
達
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
L

と
う
た
っ
た
。

J

ボ
ツ
ゃ
タ
ム

よ
び
「
初
期
対
日
方
針
L

は、

日
本
に
民
主
的
な
政
府
の
樹
立
を
要
請
し
た
。
こ
れ
に
先

政
党
の
復
活

立
っ
て
、
戦
時
中
の
翼
賛
政
治
に
代
わ
っ
て
、
一
得
び
政
党
政
治
の
行
わ
れ
る
機
運
が
芽
生
え
つ
つ
あ
っ
た
。

九
月
に
は
大
日
本
政
治
会
（
臼
政
）
が
解
散
し
、
中
央
で
政
党
復
活
の
動
き
が
始
ま
っ
た
。
十
月
に
は
、
戦
前
の
無
産
政
党
を
一

体
と
し
て
臼
本
社
会
党
が
ま
ず
名
乗
り
を
あ
げ
、

つ
い
で
鳩
山
一
郎
を
中
心
に
出
政
友
会
系
に
よ
っ
て
日
本
自
由
党
が
、
十
一

月
末
に
は
大
日
本
政
治
会
に
所
属
し
て
い
た
翼
賛
諮
問
貝
を
中
心
に
日
本
進
歩
党
が
作
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
農
村
関
係
の
一
部
議

員
に
よ
っ
て
お
本
協
同
党
が
、
さ
ら
に
結
党
以
来
非
合
法
政
党
と
し
て
存
続
し
て
き
た
日
本
共
産
党
も
、
初
め
て
合
法
的
政
党

と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
終
戦
の
年
の
末
ま
で
に
、
主
要
な
政
党
が
出
そ
ろ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

中
央
で
の
動
き
に
呼
応
し
て
、
神
戸
市
で
も
悶
政
党
人
の
活
動
が
活
発
化
す
る
と
と
も
に
、
地
方
組
織
設
立
の
動
き
が
起
こ

っ
た
。
ま
ず
、
昭
和
二
十
年
十
一
月
共
政
党
が
川
池
小
学
校
で
人
民
大
会
を
開
催
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
十
一
月
七
日
に
は
海

員
会
館
で
日
本
社
会
党
県
連
合
会
結
成
準
備
会
が
開
か
れ
、
同
十
五
日
に
は
結
成
大
会
が
も
た
れ
た
（
会
長
河
上
丈
太
郎
）
。
間
十

九
日
に
は
、
鳩
山
一
郎
が
米
神
し
、
海
員
会
館
で
自
由
党
兵
庫
県
支
部
結
成
大
講
演
会
が
開
か
れ
、
十
二
月
一
日
に
は
、
結
成

大
会
が
も
た
れ
た
。
と
は
い
え
、
兵
庫
県
で
は
自
由
党
系
の
活
動
家
は
ほ
と
ん
ど
い
ず
、
そ
れ
は
当
初
「
・
有
名
無
実
」
の
存
在

で
あ
っ
た
と
い
う
。
十
一
月
十
四
日
に
は
、
旧
日
政
系
が
民
本
党
と
い
う
名
で
神
戸
支
部
結
成
準
備
委
員
会
な
開
い
た
が
、
翌

十
二
月
九
日
改
め
て
日
本
進
歩
党
県
支
部
連
合
会
と
し
て
発
足
し
た
（
総
務
委
員
浜
野
徹
太
郎
・
斎
藤
隆
夫
ら
一
一
人
）
。
こ
の
ほ
か
、

当
時
の
新
明
記
事
か
ら
み
る
と
、
兵
路
県
で
は
日
本
革
新
党
、

日
本
一
千
民
党
、
一
一
一
色
青
年
党
な
ど
が
結
成
さ
れ
た
。
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市
会
の
方
で
は
、
戦
時
中
八
つ
の
党
派
を
糾
合
し
て
つ
く
ら
れ
た
神
戸
翼
賛
市
政
会
の
帰
趨
が
注
目
さ
れ
た
。
解
散
か
継
続

か
が
注
目
さ
れ
る
中
で
、
十
月
十
一
一
日
召
集
さ
れ
た
臨
時
市
会
当
臼
の
議
員
総
会
で
翼
賛
市
政
会
の
解
散
が
決
定
さ
れ
た
。
そ

自
に
は
木
原
仙
松
ら
に
よ
っ
て
翼
賛
市
政
会
に

の
結
果
、
市
会
分
野
も
流
動
的
と
な
っ
た
。
同
十
四
日
に
は
芥
原
清
助
ら

っ
た
多
く
の
議
員
に
よ
っ
て
「
新
生
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、

「民三｝三イヒ」と地方政治第二節

一
議
員
に
よ
っ
て
つ
神
戸
市
民
会
」
が
、
向
十
六

市
会
は
新
生
会
四
六
人
、
市
民
会

入
、
無
所
属
凹
人
と
な
っ
た
。
さ
ら

市長選挙で婦人も初めて投緊（湊Jll神おう

に
、
盟
二
十

年
五
月
に
は
伊
藤
利
勝
ら
に
よ
っ
て
つ
自
治
問
志
会
」
が
結

成
さ
れ
た
。

当
時
の
帝
国
議
会
は
昭
和
十
六
年
の
翼
繋
選
挙
で
選
ば
れ

選
挙
法
改
正

と
公
職
追
放

た
議
長
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
内
外
の
激
し
い
批
判
に

さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
解
散
に
よ
る
早
期
の
選
挙
が
予
想
さ
れ

て
い
た
。
一
一
十
年
十
二
月
十
七
日
に
は
、
衆
議
読
議
員
選
挙
法
が
改
正
さ
れ

た
。
初
め
て
女
性
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
、
選
挙
権
・
被
選
挙
権
年
齢
も
そ

れ
ぞ
れ
満
一
一

O
歳
と
満
二
五
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、
神
戸
市

の
有
権
者
数
は
こ
こ
万
五

O
九
一
一
一
人
と
な
っ
た
。
ま
た
、
従
来
の
中
選
挙
区

写茶 74

部
が
改
め
ら
れ
、
原
郎
と
し
て
府
県
を
単
位
と
す
る
大
選
挙
区
制
が
採
用
さ

も
こ
o

T
ゆ
A
付

唱

す

j

た
だ
し
、
兵
隊
燥
な
ど
人
口
の
多
い
八
府
県
で
は
選
挙
区
は
二
つ
に

分
け
ら
れ
た
。
兵
庫
県
は
第
一
区
（
定
員
一
一
人
）
と
第
一
一
匹
（
定
員
七
人
）
に
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分
け
ら
れ
た
。
神
戸
市
は
尼
崎
な
ど
六
市
、
武
燦
郡
な
ど

一
郡
と
と
も
に
第

区
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
現

在
の
第
一
区
、
第
二
区
、
第
一
一
一
区
に
相
当
す
る
非
常
に
広
い
範
囲
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
投
票
方
法
は
制
限
連
記
制
で
、

一
一
弘
で
は
三
人
、
て
区
で
は
こ
人
の
候
補
者
を
連
記
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

政
府
は
選
挙
法
改
正
後
、
年
末
に
解
散
・
総
選
挙
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、

G
H
Q
は
こ
れ
を
許
可
し
な
か
っ
た
。

G
H

Q
で
は
、
現
住
の
ま
ま
選
挙
に
入
れ
ば
、
旧
政
治
家
た
ち
が
議
会
で
再
び
多
数
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
懸
念

し
て
い
た
。
二
十
年
十
二
月
G
豆

Q
は
、
総
選
挙
を
三
月
十
五
日
以
前
に
行
つ
て
は
な
ら
な
い
と
指
示
す
る

付
1

－C
〉
認
可
こ

寸ノ

y
u
n
H
L
V

軍
関
主
義
者
や
超
悶
家
主
義
者
の
追
放
に
関
す
る
政
策
の
検
討
に
入
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
ニ
十
一
年
一
月
四
日
、

G
H
Q
は
軍

間
主
義
者
な
ど
の
公
職
か
ら
の
追
放
を
指
令
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
戦
時
中
の
国
家
主
義
的
間
体
や
大
政
翼
賛
会
・
大
日
本

政
治
会
な
ど
の
関
係
者
が
立
候
補
し
、
政
治
活
動
を
行
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
。
追
放
の
影
響
を
も
っ
と
も
受
け
た
の
は
、
進

歩
党
で
あ
っ
た
。
問
問
忠
治
総
裁
以
下
長
老
は
も
ち
ろ
ん
、
鶴
見
祐
輔
幹
事
長
ほ
か
大
部
分
が
該
当
し
、
結
党
時
の
二
七
四
人

中
一
一
六

O
人
が
追
放
さ
れ
た
。
以
下
、
自
由
党
は
四
一
一
一
人
中
一
一
一

O
人
、
社
会
党
は
一
七
人
中

O
人
が
、
協
問
党
は
二
一
一
一
人
中

人
が
該
当
し
た
。
神
戸
市
で
は
、
社
会
党
の
河
上
丈
太
郎
、
進
歩
党
の
中
井
一
夫
、
浜
野
徹
太
郎
、
砂
田
常
一
政
、
そ
の
ほ

か
み
f
井
嘉
幸
、
金
光
邦
一
一
一
ら
が
該
当
し
た
（
『
朝
日
』
昭
和
二
十
一
年
二
月
十
日
）
。

戦
後
初
の
衆
議

院
議
員
総
選
挙

昭
和
二
十
一
年
四
月
十
日
戦
後
初
め
て
の
衆
議
院
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
投
票
の
俸
調
、
と
く
に
女
性
の

棄
権
が
心
配
さ
れ
た
が
、
思
い
の
ほ
か
好
調
で
あ
っ
た
。
投
票
率
は
全
国
一
平
均
で
七
一
一
・

O
八
%
で
あ
っ

た
が
、
神
戸
市
で
は
、
午
後
の
天
候
不
良
も
あ
っ
て
五
人
・
二
一
%
で
あ
っ
た
。
第

区
で
は
定
員
一
一
人
に
対
し
、
七
九
人

が
立
候
補
し
、
倍
率
は
七
・
三
倍
で
あ
っ
た
。
党
派
別
内
訳
を
み
る
と
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
自
由
党
で
二
ハ
人
、
同
党
だ
け
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で
定
数
を
す
で
に
越
え
て
い
た
。
以
下
、

日
本
社
会
党
九
人
、

日
本
共
産
党
間
入
、

日
本
協
同
党
一
人
、

日
本
進
歩
党
九
人
、

そ
の
他
諸
派
・
無
所
属
も
あ
／
く
五
六
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
政
治
結
社
の
白
闘
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
こ
と
を
反

映
し
て
群
小
政
党
が
翠
出
し
た
こ
と
、
既
成
政
党
の
力
が
弱
ま
り
新
人
の
進
出
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う

（
な
お
、
同
選
挙
に
お
い
て
は
一
人
一
党
を
含
め
て
、

ち
な
み
に
、
初
め
て
被
選
挙
権
を
得
た
女
性

六
一
一
一
の
政
党
が
あ
っ
た
て

は
一
一
弘
で
は
四
人
が
立
候
補
し
た
。

二
十
一
年
四
月
総
選
挙
は
、
敗
戦
後
初
め
て
国
民
の
意
志
を
問
う
選
挙
で
あ
っ
た
。
他
方
、

G
H
Qも
、
国
民
の
意
志
が
白

出
に
表
明
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い

そ
こ
で
、
占
領
軍
総
出
の
選
挙
監
説
が
行
わ
れ

G
H
Q
の

資
料
に
よ
れ
ば
、
全
国
一
一
万
一
O
八
九
カ
所
中
、
半
数
以
上
の
…
万
二

0
0
0ヵ
所
、
農
村
で
四
O
%
、
都
市
で
九
O
%
が
占

領
軍
の
視
総
知
念
受
け
た
と
い
う
。
占
領
軍
の
テ
コ
入
れ
は
異
常
な
ほ
ど
で
あ
り
、
と
く
に
J

初
め
て
選
挙
権
を
与
え
ら
れ
た
婦
人

の
選
挙
意
識
の
高
揚
を
関
る
の
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
選
挙
戦
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
、

G
H
Q民
政
局
婦
人
課
長
ウ
ィ
l
ド
少
尉

が
、
県
下
の
婦
人
間
体
、
組
合
婦
人
幹
部
な
ど
と
懇
談
し
、
県
下
各
地
な
視
察
す
る
な
ど
し
た
と
い
う
。

「民主化」と地方政治

各
党
の
総
選
挙
の
中
心
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
進
歩
党
の
つ
悶
体
護
持
、
緩
や
か
な
統
制
経
済
」
、
自
由
党
の
「
国
体
護
持
、
私
有
財

産
部
擁
護
、
産
業
の
国
有
官
営
反
対
」
、
社
会
党
の
つ
天
皇
制
の
承
認
、
理
事
政
業
の
国
有
化
」
、
共
産
党
の
つ
天
皇
制
廃
止
、
人

民
組
織
の
確
立
」
で
あ
っ
た
。
結
果
は
、
社
会
党
が
ト
ッ
ゾ
当
選
を
果
し
た
永
江
一
夫
、
松
沢
兼
人
、
米
露
満
克
、
山
下
栄
二
の

四
人
、
自
由
党
か
ら
川
商
法
、
森
崎
了
一
一
一
、
師
団
忠
次
郎
、
問
中
源
一
一
一
郎
の
四
人
、
進
歩
党
か
ら
は
佃
良
一
、
原
健
三
郎
の
ニ
入
、

第二節

そ
し
て
唯
一
の
女
性
当
選
者
と
し
て
中
立
の
中
山
た
ま
の
計
一
一
人
と
な
っ
た
。
選
挙
結
果
の
う
ち
、
神
戸
市
に
お
け
る
党
派

別
得
票
数
・
得
票
率
は
表
聞
の
と
お
り
で
あ
る
。
社
会
党
が
三
一
一
一
・
六
%
で
ト
ッ
プ
、
以
下
自
由
党
二
八
・
O
%
、
進
歩
党
二
一
一
・

近代・現代歴史編W917 
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神戸市における候補者別得禁数

候補者名 党派 得票数 当落

永江一夫 社会 49,052 当選

f向 良一 進歩 30, 183 当選

川西 清 自由 27,273 当選

松沢栄人 社会 25, 296 当選

森 i崎了三 自由 23, 511 当選

i:j:t川た ま 中立 16, 766 当選

森脇甚 ー 社会 11, 755 

池間涼一郎 自由 11, 550 

米窪溺苑 社会 8,682 当選

松浦清一 社会 7, 317 

神戸市における党派別f号室主数・得~率

J 叫i:. 派 得索数 得索率

n百1ぐj 

33.l° 社会党 111, 856 

自由党 93,246 28.0 

進歩党 45,321 13.6 

共産党 18,031 5.4 

協同党 3, 152 0.9 

諸 派 32, 702 9.8 

無所属 28,809 8. 7 

合 計 333, 117 100 

合

一

肌

一

一

属

一

一

七

一

州

一

一

問

一

十
！
一
一
世
附

i
j一
一

同

州

一

花

一

一

い

い

一

舟

得

一

宮

一

一

ω
一

枇

没

一

共

一

一

叫

一

冊

募

寸
i
l
一利引
J
4
1
3
3
3
U
l
一i制
）

竺
党
仁
川
ト
h
h
h
h
h！冗
i

議

派
一
歩
一
m
w
凶
川
出
版
問
山
一
山
一
河

川
一
進
一
町
い
い
川
町
い
一
昨
一
一
一

区
一
党
一
柏
村
山
仰
仰
い
一
ザ
お

↑
ょ
同
一
話
相
刊
N

U

M

仙
川
口
付
比
一
M
m

一
時
桧

一
向
刻
一
阿
久
丸
叫
円
札
一
民
一
側
駒

寸
1
i一
刻
判
川
川
叫
コ
内
J
判
J
叫
i
一i叫
J

川
町
喝

一
党
一
刻
5jLい
わ
γl町
山
小
山

γ工引
l
一
…
山
尚

一
胎
一

m
w
w川
山
山
一
山
一
認

可
J
一

l

i

l

i
－

－

i

てい
i
一
鯛
楠

嗣
＼
一

t
合
岡
田
融
市
一
計
一

J

キ

一
＼
〉
区
一
樹
寄
生
長
須
一
合
一
忠
則

ハ
%
と
な
っ
て
い
る
。
社
会

党
は
か
つ
て
昭
和
十
二
年
総

選
挙
に
お
い
て
市
内
か
ら

人
を
当
選
さ
せ
た
実
績
を
も

っ
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
戦

前
の
地
盤
を
う
ま
く
継
承
し

た
と
い
え
る
。
ま
た
、
保
守

政
党
側
で
は
、
旧
政
友
会
の

系
列
を
引
く
自
由
党
の
優
位

が
わ
か
る
。
区
別
得
票
率
を

み
る
と
、
社
会
党
は
生
田
区

を
除
い
て
ト
ッ
プ
を
占
め
、

と
く
に
労
働
者
の
多
い
灘
と

菩
合
の
一
一
一
区
で
は
約
四

OMN

の
得
票
率
を
諒
し
た
。

こ
の
選
挙
結
果
に
つ
い
て

は

「
政
治
・
経
済
・
社
会

9r8 戦後の神戸市2存五主主



の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
、

か
つ
て
み
た
こ
と
も
な
い
ほ
ど
の
変
革
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
兵
庫
県
民
の
政

治
意
識
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
化
を
示
さ
な
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
社
会
党
は
四
人
の
当
選
者
を
出
し
た
が
、
こ
れ
も

っ
戦
前
か
ら
市
部
を
中
心
に
培
わ
れ
て
き
た
社
会
大
衆
党
の
地
盤
が
受
け
継
が
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
選
挙
に
際
し
て
間
党
が
掲
げ

た
ヱ
良
一
安
産
業
の

と
か
『
農
地
の
全
間
的
解
放
』
な
ど
と
い
っ
た
政
策
が
県
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
は
一
言
い
が
た
い

節
が
あ
っ
た
。
ま
た
共
産
党
は
『
天
皇
制
の
打
倒
、
人
民
共
和
政
府
の
樹
立
』
を
綱
領
に
う
た
っ
た
が
、
県
民
は
む
し
ろ

体
の
護
持
』
を
主
張
し
た
自
由
党
や
進
歩
党
の
方
を
支
持
す
る
立
場
を
と
っ
た
」
（
『
総
選
挙
l
兵
隊
県
民
の
動
向
を
採
る
l
b
。

総
選
挙
の
結
果
を
全
間
的
に
み
れ
ば
、
白
山
党
が

問
。
議
席
を
獲
得
第
一
党
に
踊
り
出
、
以
下
進
歩
党
九
回
、
社
会
党
九

協
同
党
一
四
、
共
産
党
五
、
諸
派
・
無
所
属

一
八
と
な
っ
て
い
る
。
過
半
数
を
占
め
る
政
党
が
な
か
っ
た
こ
と
で
、
政

局
は
首
班
問
題
な
め
ぐ
っ
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
幣
原
内
閣
の
賠
躍
り
工
作
が
失
敗
し
た
の
ち
、
自
由
党
の
鳩
山

E
B
2
旦
旧
制
こ

自
品
，
刀

C
H
t
i
、ve

し
か
し
、
鳩
山
は
組
関
前
日
の
五
月
四
日
G
日
Q
に
よ
っ
て
公
職
追
放
と
な
っ
た
。

った。

ヂ」

11
キ
J
h

、

J
J
d
t
 

「
公
職
追
放
が
人
間
の
数
に
よ
っ
て
は
か
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
ヘ

そ
し
て

G
廷

Q
の
威
光
を
劇
的
に
証
明
し
て
み
せ
た
。

「民主化」と地方政治

以
後
、
社
会
党
首
班
内
閣
が
挫
折
し
た
の
ち
、

五
月
二
十
二
日
自
由
党
吉
田
内
閣
が
成
立
し
た
。

2 

占
領
改
革
と
地
方
行
政

第二節

町
内
会
・
部

落
会
の
廃
止

敗
戦
は
、
戦
時
体
制
か
ら
一
千
時
体
制
へ
の
衣
替
え
を
急
が
せ
た
。

そ
の
中
で
、
政
府
や
県
は
敗
戦
後
の
秩

序
・
治
安
の
維
持
を
は
か
る
た
め
、
町
内
会
・
部
落
会
を
行
政
の
末
端
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
、
極
力
温
存
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強
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
兵
庫
県
で
は
、
国
民
義
勇
隊
解
散
後
の
国
民
総
織
と
し
て
、
町
内
会
・
部
落
会
を
つ
皇
国
蒋
輿
の

力
強
き
悶
民
組
織
」
と
し
、
行
政
組
織
の
再
編
を
図
ろ
う
と
し
た
（
『
神
戸
』
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
五
日
）
。
そ
れ
は
、
平
時
体
制

へ
の
転
換
を
図
る
と
と
も
に
、
疎
開
者
の
受
け
入
れ
、
設
備
整
備
、
食
糧
増
産
、
貯
蓄
増
産
に
対
す
る
協
力
な
ど
に
関
し
て
、

部
落
会
・
町
内
会
を
一
舟
整
備
す
る
こ
と
で
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦
後
へ
の
対
芯
に
お
い
て
、
町

内
会
・
部
落
会
は
必
ず
し
も
そ
の
任
に
耐
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
町
内
会
の
機
構
改
革
の
戸
が
、
市
民
の
開
か
ら
起
こ
り

つ
つ
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
一
年
九
月
に
は
、
町
内
会
長
の
不
正
に
端
を
発
し
て
、
町
民
大
会
が
計
踊
さ
れ
た
り
、

ま
た
灘
区
河

原
地
区
や
須
磨
区
西
垂
水
地
匹
な
ど
か
ら
町
内
会
長
の
任
免
を
伎
民
の
意
志
に
基
づ
い
て
行
う
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
書
が
神

戸
市
民
情
室
に
差
し
出
さ
れ
て
い
た
（
『
神
戸
』
昭
和
二
十
一
年
九
月
五
日
）
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
例
え
ば
昭
和
二
十
一
年

五
月
内
務
省
が
東
京
都
の
区
お
よ
び
人
口
一

O
万
以
上
の
市
に
お
け
る
町
内
会
に
つ
い
て
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
神
戸
市
ほ

か
一
五
都
市
が
勺
終
戦
に
伴
い
、
思
想
的
に
混
乱
を
来
し
、
町
内
会
事
務
運
営
上
、
相
当
閣
難
宏
感
じ
つ
つ
あ
る
も
の
L

で
あ

っ
た
と
い
う
。

他
方
、

G
H
Q
は
過
度
に
中
央
集
権
的
な
国
家
体
制
が
、
日
本
を
軍
国
主
義
の
道
に
走
ら
せ
た
と
し
て
そ
の
改
廃
を
当
初
か

ら
考
え
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
町
内
会
・
部
落
会
は
昭
和
十
八
年
市
町
村
行
政
の
末
端
組
織
と
し
て
組
織
さ
れ
、
戦
争
遂
行
の

一
端
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
早
く
か
ら
改
革
の
対
象
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
一

年
の
第
一
次
公
職
追
放
令
に

つ
づ
い
て
翌
二
十

月
に
出
さ
れ
た
第
二
次
公
職
追
放
令
が
当
初
、
町
内
会
長
・
部
落
会
長
を
含
ん
で
い
た
こ
と
は
そ
の

証
拠
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
二
十
一

月
G
H
Q
は
、
向
年
四
月

日
ま
で
に
町
内
会
・
部
落
会
を
廃
止
す
る
よ
う
命
じ
、

こ
の
結
果
同

一
十
一
日
付
で
町
内
会
・
部
落
会
は
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
神
戸
市
で
は
町
内
会
で
扱
っ
て
い
た

920 第五家戦後の神戸市



仕
事
を
、
お
お
よ
そ
従
来
の
町
内
会
連
合
会
の
区
域
を
単
位
と
し
て
お
か
れ
た
各
区
役
所
地
一
弘
事
務
所
に
移
管
す
る
と
と
も
に
、

物
資
の
配
給
並
び
に
こ
れ
に
関
す
る
事
務
処
理
を
行
う
「
自
治
的
任
意
組
織
」
と
し
て
「
配
給
組
」
を
お
い
た
。
配
給
組
は
区

域
内
の
ニ

O
歳
以
上
の
住
民
の
全
員
参
加
に
よ
っ
て
、
選
挙
で
組
長
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
（
『
神
戸
市
公
報
』
第
四
五
号
）
。

饗
察
制
度
改
革
！

神
戸
市
欝
の
誕
生

い
わ
ゆ
る
「
人
権
指
令
L

（
昭
和
二
十
年
十
月
四
日
）
は
、
治
安
維
持
法
な
ど
の
弾
圧
法
規
お
よ
び
特
別
高

（
特
高
）
機
関
の
廃
止
を
命
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
警
察
制
度
に
つ
い
て
も
、

G
H
Q
は
政
治

的
民
主
化
政
策
に
沿
っ
て
、

で
き
る
だ
け
早
く
改
革
し
、
個
人
の
自
由
、
民
権
を
保
護
し
、
進
歩
的
な
も
の
に
指
導
す
る
こ
と

を
強
調
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
わ
が
闘
の
中
央
集
権
的
国
家
組
織
と
行
設
的
な
権
限
合
併
有
し
て
い
た
警
察
制
度
に
、
民
主

的
な
大
改
本
が
く
わ
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
政
府
は
G
R
Q
の
指
令
に
も
と

e
つ
い
て
、
昭
和
ニ
十
二
年
十
一
一
月

「民主化」と地方政治第二節

警
察
法
を
制
定
し
た
。
こ
れ
は
従
来
の
過
度
に
中
央
集
権

的
な
体
制
を
あ
ら
た
め
、
地
方
分
権
を
促
進
し
よ
う
と
す

神戸市警の誕生

る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
法
に
よ
り
警
察
は
二
分
さ
れ
、
市

お
よ
び
人
口
五
万
人
以
上
の
町
村
に
自
治
体
警
察
が
、
察

そ
れ
以
外
の
地
域
に
は
府
県
を
単
位
と
す
る
国
家
地
方
警

写真 75

（
国
警
）
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
治
体
警
察
は
市

町
村
公
安
委
員
会
の
行
政
管
理
を
受
け
、
国
替
の
指
揮
や

監
督
は
受
け
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
間
警
は
そ
れ

ぞ
れ
の
府
県
公
安
委
員
会
の
管
理
の
下
に
お
か
れ
、
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運
営
に
関
し
て
中
央
政
府
の
統
制
権
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
財
政
的
に
も
、
自
治
体
警
察
は
市
町
村
に
お
い
て
ま
か
な
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
多
く
の
市
町
村
の
財
政
令
｝
庄
迫
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
神
戸
市
の
場
合
、
昭
和
一
一

十
八
年
度
の
予
算
に
占
め
る
割
合
は

五
%
を

了
六
%
で
、
兵
庫
県
下
で
は
最
も
比
率
が
高
く
、
六
大
都
市
の
平
均
一

こ
え
、
東
京
に
つ
い
で
第
ニ
位
で
あ
っ
た
。

神
戸
市
警
は
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
人
）

日
発
足
し
た
。
神
戸
市
は
当
初
、
灘
、
葺
合
、
生
田
、
兵
庫
、
長
缶
、
須

磨
、
水
上
の
七
警
察
署
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
公
安
委
員
に
は
田
村
山
子
、
安
田
幸
左
衛
門
、
須
々
木
嬰
の
一
一
一
人
が
、
初

代
替
察
局
長
に
は
古
山
丈
夫
が
任
命
さ
れ
た
。

警
察
制
度
改
卒
と
併
行
し
て
、
従
来
警
察
の

セ
ク
シ
ョ
ン
と
さ
れ
て
き
た
消
防
に
も
改
革
の
メ
ス
が
入
っ
た
。
地
方
自
治

法
の
施
行
に
備
え
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
三
十
日
付
で
啓
紡
聞
が
廃
止
さ
れ
、
全
閣
の
市
町
村
に
消
防
聞
が
設
置
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
静
察
法
と
と
も
に
、
ニ

一
月
七
日
勺
消
防
組
織
法
」
が
施
行
さ
れ
、
警
察
か
ら
の
分
離
独
立
が
図
ら
れ
、
自
治

体
警
察
と
同
じ
く
、
自
治
体
出
防
が
発
足
し
た
。
神
戸
市
で
は
消
防
局
の
も
と
、
従
来
の
東
・
生
田
・
兵
庫
・
長
田
・
額
磨
の

五
署
に
新
設
の
垂
水
間
殺
を
加
え
た
六
消
防
署
編
成
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

教
育
の
民

主
化

昭
和
二
十
年
九
月
、
文
部
省
は
「
新
日
本
建
設
の
教
育
方
針
L

を
公
表
し
た
。
そ
れ
は
一
方
で
平
和
文
化
国
家

の
建
設
を
う
た
い
な
が
ら
、
他
方
で
障
体
護
持
の
教
育
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
十
月
に
な
っ
て
、
文
相

は
初
め
て
民
主
主
義
に
ふ
れ
、
部

の
打
破
、
僻
性
の
完
成
を
め
ざ
す
教
育
を
提
唱
し
た
が
、
翌
二
十
一
年
も
教
育
の
混

乱
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

他
方
、

G
H
Q
に
と
っ
て
、
教
育
の
民
主
化
は
占
領
政
策
の
重
要
な
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
時
教
育
、
と
く
に
そ

922 第五主主戦後の神戸市



の
根
幹
を
な
し
た
軍
国
主
義
・
国
家
主
義
思
想
を
撤
底
的
に
除
去
す
べ
く
、

G
H
Q
は
相
次
い
で
四
つ
の
指
令
を
出
し
た
。
一

十
年
十
月
二
十
二
日
に
は
寧
閤
主
義
・
超
国
家
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
普
及
禁
止
、
軍
事
教
育
の
廃
止
が
、
同
一
一
一
十
日
に
は
教

職
不
適
格
者
の
追
放
と
戦
前
弾
庄
さ
れ
て
い
た
教
舗
の
復
権
が
、
同
十
ニ
月
十
五
日
に
は
国
家
神
道
、
神
社
神
道
に
対
す
る
政

府
の
支
援
の
排
除
が
、
同
一
一
一
十
一
日
に
は
修
身
・
地
理
の
授
業
停
止
と
教
科
書
の
回
収
が
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
終
戦
の

年
の
暮
れ
ま
で
に
、
教
育
改
卒
に
関
す
る
基
本
的
な
指
令
が
出
さ
れ
た
。

各
学
校
で
は
占
領
軍
当
局
の
指
示
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
四
指
令
を
模
造
紙
に
大
き
く
墨
書
し
て
か
か
げ
、
そ
の
周
知
徹
底
を

図
っ
た
。
こ
の
四
指
令
に
関
し
て
、
兵
庫
県
教
育
課
が
出
し
た
通
牒
を
掲
げ
る
と
、
表
聞
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
占
領
案

は
戦
時
教
育
の
一
捕
と
民
主
主
義
教
育
の
樹
立
の
た
め
に
、
閉
山
に
C
I
E
（
民
間
教
育
課
）
を
お
き
、

前
記
指
令
の
徹
底
に
努
め

た。

C
I
B
の
係
官
は
定
期
的
に
、
あ
る
い
は
抜
打
ち
に
学
校
を
視
察
し
、
戦
時
教
育
の
名
残
り
が
あ
れ
ば
こ
れ
な
厳
し
く
指

摘
し
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
昭
和
二
十
一
年
兵
庫
軍
政
部
は
学
校
視
察
合
須
磨
と
垂
水
で
行
い
、

「
垂
水
樹
氏
学
校
で
は
、
軍

国
主
義
の
い
く
つ
か
の
名
残
り
が
今
な
お
見
う
け
ら
れ
る
。
軍
隊
式
の
集
団
敬
礼
、
軍
事
的
諒
形
や
そ
の
他
超
国
家
主
義
的
行

「民主イじ」と地方政治

動
が
観
察
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

神
戸
で
は
、
戦
時
の
教
育
施
設
な
撤
去
す
る
た
め
、
二
十
一
年
一
一
月
に
は
御
真
影
の
「
奉
還
」
が
、
ま
た
七
月
十
一
一
一
日
に
は

奉
安
殿
の
徹
底
的
破
壊
が
、
さ
ら
に
十
月
八
日
に
は
教
育
勅
語
の
奉
読
が
禁
止
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
明
治
一
一
十
三
年
以

来
間
家
主
義
教
育
を
さ
さ
え
て
き
た
戦
前
教
育
の
核
が
消
滅
し
た
。
翌
二
十
一
年
六
月

日
に
は
旧
教
科
書
の
全
面
改
訂
が
行

第二節

つ
も
こ
。

ユィ，
Z
中
J

さ
ら
に
、

G
H
Q
の
覚
書
に
も
と
守
つ
い
て
、
教
員
適
格
審
査
が
八
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
す
べ
て
の
教
育
機
関

の
中
か
ら
軍
国
主
義
者
・
超
間
同
家
主
義
者
・
占
領
政
策
に
反
対
す
る
も
の
な
ど
を
追
放
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。

近代・現代歴史編N923 



表 198 教育改革に関する諸ー命令一覧

昭和 I 昭和
20.8.30 学校防衛施設徹去清慌に関す 21. 1. 28 映廊並びに幻燈函検防に関す

る件 る件

9. 20 国民学校教育に関する件 2. 7 御真影奉還に関する件

10. 14 終戦に伴う教科用図設取扱方 2. 25 修身国史地理科授業停止並び

に関する件 に教科書及教師周参考謬凶収

10.24 文部省教学局編纂閣議使用停 措夜に関する件

止に関する件 2. 15 音楽科教材選択に関する件

10.24 時局急転に伴う学校教育に関 2. 15 教職員及学生生徒の政治運動

する件 及選挙運動に関する件

10.30 学校における宗教教育改正取 2. 20 学校放送教育聴取活用方に関

扱に関する宇｜二 する件

11. 10 終戦後の教育方針に関する件 3. 5 悶民学校後期使用区i設中j~IJ除
11. 23 教育者中より本業として際海 修正箇所の件

軍人たる経歴を有する者等の 3. 5 御主主影ー奉安殿施設に関する件

数理に関する件 3. 9 復員軍人教員に関する調査の

11. 27 一般体育運動実施の件 子j:

12. 15 終戦に伴う体線科授業取扱に 3. 17 軍国主義的教育払拭に関する

関する｛牛 料a

12. 23 総選挙に対処すべき公民啓発 4. 5 社会教育に関する件

運動実施に関する件 4. 28 復員寧人等に関する件

12. 23 B本教育制度に対する管理政 4.25 新学期授業実施に関する件

策に関する件 5. 1 国民学校！日教科書使用に関す

12.28 教員解験再任用に関する件 る｛牛

12.28 街H'm~に関する件 4.29 天長節挙式に関する件

21. 1. 12 航空に関する教授研究調資実 5. 1 運動場施設整備に5号する件

験禁止の約二 5. 8 連合平総司令部より接受せら

1. 12 間家神道神社祈I遂に対する政 れたる教育に関する命令の撤

府の保証支援保全磁督波びに 廃方に関する件

公布の禁止に関する件 5. 9 社会教育強化に関する件

1. 30 修身溺史地理科授業停止の件 5.27 学校衛生刷新の件

1. 10 濁民学校中等学校青年学校教 5.28 教職員不適格者調蕊に関する

科用図書主に関する件 約二

1. 15 述合寧最高司令官より発する 5.28 教職員追放令

指令撤廃に関する件 5.28 出版物没収に関する件

1. 18 21年 1月1日漁発せられたる 5.28 公民教育に関する約二

詔設に関する｛牛 5.30 天皇室后皇太后三陛下皇太子

1. 18 復員繁人の復激又は採用に関 殿下の御写真の取扱に関する

ずる件 件

（注） 日付は京川崎悶民学校における実施をさす。

資料．東川崎・倫小学校「進駐耳r1乙関する文書綴J
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「民主化」と地方政治第二節

県
の
教
員
適
格
審
査
委
員
会
の
審
査
の
結
果
、
二
十
一
一
年
七
月
の
審
査
に
よ
る
不
適
格
者

戦争の傷あと残る国民学校校舎を利用した新制の兵庫9，学校

は
兵
庫
県
関
係
で
一
八
人
（
の
ち
二
人
に
減
少
）
、
神
戸
市
関
係
で
三
人
が
該
当
し
た
が
、

い
ず
れ
も
の
ち
に
解
除
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
審
査
に
よ
ら
な
い
無
条
件
追
放
者

一
一
人
人
が
不
適
格
と
な
っ
た
。

占
領
軍
の
教
育
民
主
化
政
策
が
、
非
箪
率
化
か
ら
は
じ
ま
っ
た
こ
と
は

戦
後
教
育
体

制
の
発
足

既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

つ
い
で
教
脊
改
革
の
具
体
化
の
問
題

が
次
に
残
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
米
国
教
育
使
節
詔
が
昭
和
一
一
十

月
G
H
Q
の
要

請
を
受
け
て
来
日
し
た
。
間
使
節
団
の
勧
告
に
基
づ
い
て
、
翌
二
十
ニ
年
教
育
基
本
法
・

学
校
教
育
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
国
民
学
校
初
等
科
・
高
等
科
が
廃
さ
れ
、

小
学
校
六
年
・
新
制
中
学
校
一
一
一
年
の
義
務
教
育
九
カ
年
の
六
・
一
ニ
制
の
実
施
が
決
ま
っ
た
。

神
戸
市
で
は
、
昭
和
二
十
二
年
一
一
一
月
末
を
も
っ
て
、

い
く
つ
か
の
併
置
校
の
統
廃
合
を
へ

て
、
悶
民
学
校
初
等
科
七
八
校
を
小
学
校
と
改
め
た
。
こ
の
う
ち
独
立
校
舎
は
七
五
校
で

あ
り
、
新
制
中
学
校
一
一
四
校
が
設
置
さ
れ
た
が
、
中
学
校
を
併
註
し
た
学
校
は

入
校
に

も
及
ん
だ
。

写真 76

ま
た
、
新
制
高
等
学
校
が
、
総
合
制
・
男
女
共
学
・
学
区
制
を
と
る
こ
と
を
建
前
と
し

て
、
昭
和
二
十
一
一
一
年
四
月
一
日
か
ら
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
兵
庫
県
で
は
、
向
ニ
十

四
年
四
月
ま
で
に
県
下
旧
制
の
公
立
中
等
学
校
一
一
九
校
が
、

八
五
校
の
公
立
新
制
高
等

近代・現代i自主JI:露首W925 



学
校
に
編
成
が
え
さ
れ
て
発
足
し
た
。
神
戸
市
立
の
高
等
学
校
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
一
一
十
二
年
四
月
当
時
の
一
六
の
中
等

学
校
は
、
間
二
十
四
年
四
月
に
は
、

全
日
制
高
校
と
し
て
菩
合
（
一
一
十
六
年
以
降
は
神
戸
商
業
）
・
湊
川
・
神
戸
（
二
十
五
年
か
ら
夢

野
台
・
二
十
六
年
以
降
葺
合
）
・
神
港
・
神
戸
工
業
・
鈴
蔚
台
・
須
磨
の
七
校
、
夜
間
高
校
と
し
て
楠
・
兵
庫
・
大
和
田
工
業
・
湊

商
・
撲
の
五
校
、
昼
間
定
時
制
高
校
と
し
て
商
神
高
校
が
新
設
さ
れ
、
鈴
関
台
に
も
、
定
時
制
の
課
程
が
併
設
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
神
戸
市
に
お
い
て
は
、
昭
和
ニ
十
三
年
四
月
全
国
最
初
の
公
立
新
制
大
学
と
し
て
県
立
神
戸
商
科
大
学
が
発
足
し
た
の
が
一

皮
切
り
に
、
翌
ニ
十
四
年
二
月
、
貿
易
港
と
し
て
外
国
語
に
通
じ
た
人
材
を
育
て
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
神
戸
市
立
外
事
専
門

学
校
（
昭
和
二
十
一
年
六
月
設
立
）
を
母
体
に
、
昭
和
二
十
四
年
一
一
月
神
戸
市
外
国
語
大
学
が
、
開
年
五
月
間
立
神
戸
大
学
が
誕
生

し
た
（
な
お
、
昭
和
二
十
七
年
二
月
に
は
県
立
神
一
戸
医
科
大
学
、
翌
二
十
七
年
五
月
に
は
国
立
神
戸
商
船
大
学
が
設
立
さ
れ
た
）
。
旧
制
度
の

解
体
は
、
そ
の
学
校
の
歴
史
と
伝
統
を
無
視
し
て
学
校
の
統
廃
合
止
を
伴
い
、
義
務
教
育
年
限
の
延
長
は
校
舎
・
施
設
の
増
改
築

や
充
実
、
あ
る
い
は
教
職
員
の
増
加
・
充
足
な
ど
を
必
要
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
市
の
ほ
と
ん
ど
が
戦
災
に
よ
る
荒
廃
の
中
に

あ
っ
た
こ
と
、
経
費
や
資
材
の
点
か
ら
復
興
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
教
室
数
の
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
し

て
残
さ
れ
た
。
小
学
校
の
い
わ
ゆ
る
ニ
部
授
業
は
昭
和
二
十
凹
年
に
は
一
一
一
古
学
級
を
こ
え
、
そ
れ
が
解
消
さ
れ
た
の
は
三
十
年

以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
新
体
制
は
発
足
し
た
も
の
の
、
そ
の
具
体
化
へ
の
前
途
は
必
ず
し
も
切
る
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
昭
和
二
十
一
一
一
年
七
月
十
五
日
に
は
、
教
育
委
員
会
法
が
公
布
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
兵
庫
県
で
は
十
月
に
、
神

一
戸
市
で
は
十
一
月
に
教
育
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
市
町
村
に
お
け
る
教
育
委
員
会
の
設
置
（
五
大
市
以
外
の
市
は
昭
和
二
十
七
年

ま
で
任
意
設
慌
で
あ
っ
た
）
は
、
県
下
で
は
西
宮
・
伊
丹
・
相
生
の

木
fUJ 

加
古
JI I 
町J

鳴
尾
村
な
ど
六
つ
に
す
ぎ
ず
、

全
国
的
に
み
て
も
わ
ず
か
四
六
市
町
村
に
し
か
設
立
さ
れ
て
い
な
い
。
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最
初
の
教
育
委
員
選
挙
は
昭
和
二
十
三
年
十
月
五
日
に
行
わ
れ
、
県
教
育
委
員
に
は
、
定
数
六
人
に
対
し
一
四
人
が
、
市
教

育
委
員
に
は
定
数
回
人
に
対
し
九
人
が
立
候
補
し
た
。

し
か
し
、
教
育
委
員
選
挙
に
つ
い
て
は
「
子
供
の
た
め
に
こ
の

賀
市
L

と
の
キ
ャ
ッ
チ
・
フ
レ
ー
ズ
に
も
か
か
わ
ら
ず
盛
り
上
が
り
ゃ
一
欠
き
、
軍
政
部
が
わ
ざ
わ
ざ
「
投
票
を
替
励
L

す
る
談
話
を
発

表
す
る
な
ど
し
た
が
、
結
局
開
一
一
プ
一
八
%
と
い
う
抵
い
投
票
率
に
終
わ
っ
た
。
な
お
、
教
育
委
員
会
法
は
昭
和
三
十

年

廃
止
さ
れ
、

か
わ
り
に
地
方
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。
委
員
の
公
選
制
が
廃
さ
れ
、
市
長
が
議

会
の
承
認
を
得
て
委
員
を
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

財
閥
解
体
・
農
地

改
革
・
農
民
運
動

経
済
問
に
お
け
る
改
本
は
、
財
閥
解
体
、
農
地
改
草
、
労
働
改
革
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
ο

ま
ず
、
財
閥

解
体
に
閉
山
し
て
い
え
ば
、
財
閥
は
占
領
軍
な
不
安
と
期
待
を
も
っ
て
迎
え
た
。
な
ぜ
な
ら
、
財
閥
は
戦

争
中
軍
部
の
強
制
に
よ
っ
て
、
心
な
ら
ず
も
戦
争
に
協
力
し
た
が
、
突
は
戦
争
の
被
害
者
で
あ
る
と
の
意
識
を
も
っ
て
お
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
占
領
は
む
し
ろ
状
況
を
好
転
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、

G
廷

Q
に
と
っ

て
は
、
財
閥
は
官
僚
や
地
主
な
ど
と
と
も
に
日
本
軍
関
主
義
の
元
凶
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。

G
H
Q
は
期
閥
解
体
指
令
、
ポ
ー

「民主化」と地方政治

レ
！
使
節
聞
に
よ
る
賠
償
方
針
の
言
拐
、
持
株
会
社
整
理
委
員
会
令
公
布
、
独
占
禁
止
法
な
ど
経
済
の
民
主
化
に
向
け
て
の
諸

政
策
を
打
ち
出
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
わ
が
悶
経
済
の
民
主
化
の
み
な
ら
ず
成
長
に
も
少
な
か
ら
ぬ
貢
献
を
果
し
た
が
、
他
方
で

わ
が
悶
の
経
済
界
に
そ
れ
へ
の
対
誌
に
お
い
て
狼
狽
と
苦
舗
な
も
た
ら
し
た
。
昭
和
ニ
十

年
八
月
と
九
月
に
は
、

業
神
戸
造
船
所
と
川
崎
重
工
業
の
離
船
工
場
が
賠
償
施
設
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

工
場
の
操
業
は
当
分
許
可
す
る
も
の
の
、

第二節

「
施
設
は
一
一
一

O
日
以
後
に
お
い
て
は
予
告
な
く
撤
去
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
」
と
い
う
鍛
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

菱
重
工
業
は
財
閥
解
体
に
よ
っ
て
、
そ
の
親
会
社
で
あ
る
持
株
会
社
三
菱
本
社
が
解
散
と
な
り
、
昭
和
ニ
十

一
月
に
は
過
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度
経
済
力
集
中
排
除
法
の
指
定
を
う
け
、

翌
年
六
月
に
は
一
一
一
社
分
割
の
指
令
を
う
け
た
（
こ
の
結
果
、
二
十
五
年
一
月
神
戸
造
船
所

は
中
日
本
重
工
業
と
し
て
新
発
足
し
た
）
。

ま
た
、
神
戸
製
鋼
所
と
川
崎
重
工
業
も
集
中
排
除
の
指
定
を
う
け
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
ニ

十
三
年
十
一
月
、
一
一
十
四
年
間
月
に
取
り
消
さ
れ
た
。

農
地
改
革
も
ま
た
、

G
H
Q
の
つ
よ
い
指
示
の
も
と
推
進
さ
れ
た
。
神
戸
市
の
農
地
改
革
で
大
き
な
問
題
は
お
こ
ら
な
か
っ

た
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

『
新
修
神
戸
市
史
』
（
産
業
経
済
編
第
一
次
産
業
）
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
そ
れ

に
伴
っ
て
起
こ
っ
て
き
た
農
民
組
合
の
動
き
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
兵
庫
県
で
は
、
昭
和
一
一
十

日
、
農
民
組

合
総
織
位
話
人
の
一
人
で
あ
っ
た
河
合
義
一
を
中
心
に
日
本
農
民
組
合
〈
日
投
）
兵
庫
県
連
合
会
が
結
成
さ
れ
た
（
同
組
織
は
、
日

淡
か
ら
平
野
力
一
ニ
派
が
離
脱
し
全
閣
山
泌
氏
組
合
（
全
淡
）
を
結
成
す
る
と
と
も
に
、
全
農
兵
庫
県
連
合
会
と
改
称
し
た
）
が
、
こ
れ
と
は
別
に

長
尾
有
を
中
心
に
日
農
兵
庫
県
迎
合
会
が
結
成
さ
れ
た
。
神
戸
市
で
も
、
昭
和
二
十
一
年
五
月
十
日
、
妙
法
寺
、
車
、
白
川
一
一
一

カ
村
を
中
心
に
日
農
神
戸
支
部
が
、
山
操
業
会
な
ら
び
に
農
地
委
員
会
の
全
面
的
改
組
要
求
、
例
年
貢
米
供
出
米
割
当
の
適
正

化、

ω配
給
物
資
の
公
平
配
給
（
小
作
人
を
含
め
た
配
給
委
員
会
の
設
置
〉
の
一
一
一
開
題
の
解
決
を
当
面
の
目
標
と
し
て
発
足
し
た
。
こ

の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
当
時
の
新
聞
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

勺
組
合
結
成
の
直
接
の
動
機
は
昨
年
秋
の
水
容
に
よ
っ

て
白
川
村
の
水
田
約
ニ
町
歩
が
結
砂
の
た
め
埋
没
し
た
の
で
、
向
水
田
の
小
作
農
は
一
一
一
カ
月
が
か
り
で
や
っ
と
元
の
間
に
復
的

し
た
途
端
、
不
在
地
主
で
あ
る
土
地
所
有
者
が
自
家
耕
作
を
す
る
と
い
う
名
目
で
取
り
上
げ
結
局
訴
訟
沙
汰
に
な
っ
て
半
分
の

土
地
は
悶
小
作
人
に
、
残
る
半
分
を
加
の
新
小
作
人
に
割
り
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
応
納
ま
り
が
つ
い
た
が
、
こ
れ
を
契
機

と
し
て
（
略
）
支
部
結
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
（
『
神
戸
』
昭
和
二
十
一
年
五
月
十
日
）

928 第五零 lM後の神戸市
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労
働
運
動
の
高
揚
と
ニ
・
一
ス
ト

労
働
組
合

の
復
活

マ
ッ
カ

I
サ

l
の
「
五
大
改
本
指
令
」
に
も
明
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、

G
H
Q
に
と
っ
て
労
働
組
合
の
育
成
・

助
長
は
民
主
化
政
策
の
重
要
な
一
環
を
な
し
て
い
た
。
昭
和
ニ
十
（
一
九
四
五
）
年
十
二
月
二
十
二
日
に
は
労
働

組
合
法
が
公
布
さ
れ
、
翌
年
三
月
一
日
施
行
さ
れ
た
。
大
正
後
期
以
降
い
く
た
び
か
制
定
の
動
き
が
見
ら
れ
た
が
、
よ
う
や
く

間
結
権
・
間
体
交
渉
権
・
争
議
権
な
ど
労
働
一
一
一
権
を
保
障
す
る
本
格
的
な
労
働
法
が
成
立
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
二
年
に

施
行
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
で
も
、
労
働
一
一
一
権
の
保
障
が
改
め
て
明
文
化
さ
れ
た
（
第
二
八
条
）
。

こ
れ
と
歩
調
を
あ
わ
せ
る
よ
う
に
、
神
戸
市
で
も
戦
前
の
運
動
家
を
中
心
に
、
労
働
組
合
再
建
の
勤
き
が
あ
ら
わ
れ
た
。
阪

神
工
業
地
滑
を
ひ
か
え
た
兵
庫
県
は
、
戦
前
か
ら
労
働
組
合
運
動
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
。
敗
戦
と
と
も
に
、

か
つ
て
の
労

働
運
動
の
指
導
者
た
ち
も
一
斉
に
労
働
組
合
の
再
建
に
動
き
出
し
た
。
十
月
間
・
五
日
、
神
戸
で
戦
後
最
初
の
全
閤
組
合
と
し

「民主化」と地方政治

て
全
日
本
海
員
組
合
の
結
成
大
会
が
代
議
員
一
一
一

O
O人
の
参
集
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。

つ
づ
い
て
、
十
月
十
日
、
東
京
に
全
国

か
ら
旧
運
動
家
た
ち
が
集
玄
り
、
戦
後
最
初
の
つ
全
間
労
働
組
合
結
成
懇
談
会
」
が
聞
か
れ
た
。
神
戸
か
ら
は
、
旧
日
本
労
働

総
間
盟
（
総
同
盟
）
の
前
田
平
一
と
出
全
国
労
勘
組
合
同
盟
（
全
労
）
の
中
川
光
太
郎
の
一
一
人
が
代
表
と
し
て
出
席
し
た
。
懇
談
会

は
直
ち
に
つ
肌
労
働
組
合
組
織
中
央
準
備
会
」
に
切
り
替
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
約
一
一
一

O
人
の
中
央
準
備
委
員
を
選
出
し
、
地
方

第二節

に
お
け
る
労
働
組
合
の
組
織
方
針
を
決
め
た
。
こ
の
会
合
で
、
兵
庫
県
か
ら
は
今
津
菊
松
、
中
川
光
太
郎
、
堀
内
長
栄
、
赤
崎

寅
蔵
の
四
人
が
委
員
に
選
ば
れ
た
。

近代・現代隆史編N929 



兵庫県労働組合結成状況表 199

組合員数

人
45,483 

201, 725 

238,442 

252,815 

289,348 

303, 563 

320, 267 

318,094 

295,526 

290,698 

292, 148 

286, 107 

297,088 

十
月
十
六
日
、
中
央
の
情
報
が
前
回
、
中
川
に
よ
っ
て
も
た

組合数

21 

504 

714 

832 

1, 042 

1, 162 

1, 126 

1, 306 

1, 188 

1, 138 

1, 120 

1, 133 

1, 222 

資料： w兵Ji!IJ県労働迎動史（戦後l〕J

ら
さ
れ
た
結
果
、
中
央
や
関
西
で
の
決
定
や
申
し
合
わ
せ
に
も

と
づ
き
、
兵
庫
県
で
も
ひ
ろ
く
泊
運
動
家
の
結
集
を
図
る
こ
と

と
な
り
、
旧
日
本
労
働
組
合
総
連
合
（
総
迷
令
）
、
間
臼
木
労
働

組
合
全
国
評
議
会
（
全
評
）
の
人
々
に
も
呼
び
か
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
う
し
て
永
江
二
大
、
今
津
菊
松
ら
旧
運
動
家
を
中
心

に
、
兵
庫
県
労
働
組
合
組
織
準
備
会
が

一
日
正
式
に

昭和120. 12 

21. 6 

21. 12 

22. 6 

22. 12 

23. 6 

23. 12 

24. 6 

24. 12 

25. 6 

25. 12 

26. 6 

26. 12 

発
足
し
た
。
同
十
六
日
に
は
、
中
ノ
瀬
幸
吉
ら
戦
前
か
ら
の
運

月I
 

F
1
 

動
家
の
手
に
よ
っ
て
、
県
下
最
初
の
労
働
組
合
で
あ
る
神
戸
交
涌
労
組
が
結
成
さ
れ
た
。

の
結
成
が
急
速
に
進
ん
だ
。
昭
和
二
十
一
年
十
月
三
十

か
く
し
て
、
兵
庫
県
で
も
労
働
組
合

日
現
在
、
神
戸
勤
労
署
管
内
の
組
合
数
は
一
九

組
合
員
数
九
万

な
お
、
戦
後
の
兵
庫
県
下
に
お
け
る
労
働
組
合
の
結
成
状
況
は
表
山
の
と
お
り
で
あ
る
。

七
三
九
六
人
で
あ
っ
た
。

食
緩
危
機
と
民
主

戦
線
へ
の
動
き

昭
和
二
十
一
年
に
入
っ
て
も
日
本
経
済
は
混
迷
を
深
め
、
復
興
の
兆
し
さ
え
見
せ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
二
月
十
七
日
政
府
は
、

イ
ン
フ
レ
は
ま
す
ま
す
高
進
し
、
ヤ
ミ
＼
投
機
、
食
燈
危
機
は
一
層
深
刻
化
し
た
。

っ
金
融
緊
急
指
置
令
L

を
公
布
施
行
し
、
新
円
発
行
・
悶
門
預
金
封
鎖
を
行
い
、
勤

労
者
の
給
与
を
現
念
五
百
円
に
抑
え
た
（
い
わ
ゆ
る
「
五
百
円
生
活
」
）
。
勤
労
者
は
、
そ
の
給
与
を
三
月
分
か
ら
現
金
五
冴
刊
の
ほ

さ
ら
に
、
一
一

か
は
封
鎖
預
金
に
凍
結
さ
れ
、
給
与
は
最
大
限
五
百
円
プ
ラ
ス
家
族
員
数
の
限
度
で
支
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
応
五
百
円
で
も
生
活
で
き
る
よ
う
、
昭
和
十
問
年
の
価
格
体
系

一
日
総
合
イ
ン
フ
レ
対
策
の
一
環
と
し
て
、

930 戦後の神戸市tl'Li江市



の
八
倍
を
基
準
に
新
し
い
物
価
体
系
が
制
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、
新
門
生
活
は
生
産
の
裏
付
け
を
欠
い
た
た
め
、
国
民
の
生
活

は
い
よ
い
よ
苦
し
く
な
っ
た
（
京
阪
神
一
一
一
市
の
総
合
自
由
物
価
指
数
は
昭
和
二
十
一
年
四
月
現
在
、
終
戦
時
基
準
の
八
八
・
九
倍
、
二
十
一

年
一
月
の
調
査
に
よ
っ
て
、
生
活
費
の
赤
字
を
み
て
み
る
と
、
六
大
都
市
の
労
働
者
は
二
九
O
t
一
O
六
九
円
、
給
料
生
活
者
三
五
回
J
一一一

一
一
一
一
円
で
、
家
計
裂
の
う
ち
食
費
の
占
め
る
割
合
は
、
二
十
一
年
に
七
一
一
%
内
外
を
占
め
た
と
い
う
）
。

「民主化J と地方政治第二節

食
滋
危
機
に
よ
る
窮
迫
は
、

一
方
で
最
も
打
撃
を
う
け
た
労
働
者
を
中
心

に
市
民
を
含
め
た
広
汎
な
運
動
を
高
揚
さ
せ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
人
民
戦

食糧対策人民大会（昭和20年12月〕

線
の
樹
立
の
勤
き
を
呼
び
起
こ
し
た
。
ニ
十
一
年
一
月
十
五
日
中
央
で
、
山

川
均
〈
戦
前
か
ら
の
高
名
な
社
会
主
義
務
）
が
「
民
主
革
命
の
現
在
の
段
階
に
お

け
る
最
大
の
急
務
は
全
人
民
間
間
の
開
か
ら
彰
静
と
し
て
沸
き
上
が
る
民
主
主

義
へ
の
意
欲
を
結
集
し
て
、
強
大
な
民
主
主
義
を
形
作
る
こ
と
い
と
し
て
人

民
戦
線
の
樹
立
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
向
日
中
間
か
ら
帰
国
し
た
ば

か
り
の
共
産
党
の
野
坂
参
一
一
一
も
、
民
主
戦
線
の
結
成
な
提
唱
し
た
。
現
十
六

日
社
会
党
全
商
常
任
中
央
執
行
委
員
会
は
、
山
川
の
提
案
に
賛
意
を
示
し
、

写真 77

野
坂
の
帰
国
は
共
同
戦
総
を
一
歩
前
進
さ
せ
る
も
の
と
評
備
し
た
。
共
産
党

も
今
こ
そ
共
同
開
争
と
統
一
戦
線
へ
の
最
良
の
機
会
で
あ
る
と
そ
の
立
場
を

声
明
し
た
。

食
糧
危
機
打
開
要
求
を
中
心
と
す
る
勤
労
市
民
の
立
ち
上
が
り
は
、
お
り

近代・現代昨！J:l:総IV931 



か
ら
の
労
働
組
合
の
結
成
と
結
合
し
て
、
次
第
に
民
主
戦
線
の
樹
立
を
め
ざ
す

活
動
を
活
発
化
さ
せ
た
。
二
月
十
六
日
に
は
、
神
戸
で
「
食
糧
危
機
打
開
労
組

戦後初のメーデー（湊JI!公悶）

共
協
会
議
」
が
開
か
れ
、
神
戸
製
鋼
、
神
戸
交
通
労
組
、
関
西
電
気
労
組
神
戸

支
部
、
兵
庫
機
工
、
高
砂
一
一
一
菱
製
紙
、
日
本
毛
織
加
印
工
場
、
川
商
機
械
大
久

保
な
ど
こ

O
工
場
の
労
働
者
が
発
起
人
と
な
り
、
討
議
が
行
わ
れ
た
。
民
主
戦

線
樹
立
の
動
き
は
、
一
一
月
ニ
十

日
湊
川
公
闘
で
捌
か
れ
た
野
坂
参
一
一
一
歓
迎
人

民
大
会
に
お
い
て
最
高
潮
に
達
し
、
社
会
党
、
総
同
盟
県
連
、
市
内
主
嬰
工
場

労
組
、
朝
鮮
人
連
盟
、
台
湾
省
民
会
の
主
催
で
、

「
即
時
民
主
戦
線
結
成
L

の

写真 78

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
一
一
一

0
0
0人
が
参
加
し
た
。

五
月
に
は
、
第
一
七
回
復
活
メ
i
デ

i
が
「
朝
か
ら
の
悶
に
も
め
げ
ず
L

戦

後
解
放
の
確
認
と
し
て
閲
か
れ
た
。
神
戸
で
は
、
総
同
盟
傘
下
の
労
働
組
合
八

O
を
筆
頭
に
朝
鮮
人
連
盟
・
国
鉄
そ
の
他
約
四
万
人
が
参
集
し
た
。
復
活
メ
l

｝ア

i
は
、
産
業
別
労
働
戦
線
の
統
一
、
七
時
間
労
働
制
の
確
立
、
婦
人
の
差
別

待
遇
撤
廃
、
民
主
戦
線
即
時
結
成
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
な
ど
を
掲
げ
た
。

し
か
し
、
民
主
戦
線
へ
の
動
き
は
、
社
会
党
に
よ
る
救
悶

民
主
連
盟
の
提
唱
、
労
働
戦
線
の
分
裂
も
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
に
は
進
展
し
な
か
っ
た
。

産
別
の
結
成
と
八

月
J
十
月
闘
争

労
働
戦
線
で
は
一
月
の
共
産
党
に
よ
る
関
東
地
方
労
組
協
議
会
（
関
東
労
協
）
の
結
成
、

一
月
の
産
別
会

議
準
備
会
が
発
足
す
る
中
で
、
分
裂
の
様
相
を
呈
し
始
め
て
い
た
。
六
月
二
十
五
日
に
は
産
別
会
議
結
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成
準
備
大
会
が
開
か
れ
、
七
月
産
別
関
西
地
協
準
備
会
が
結
成
さ
れ
る
に
お
よ
び
、
県
下
で
も
分
裂
は
決
定
的
と
な
っ
た
。
県

下
で
の
産
別
会
議
へ
の
結
集
は
、
全
国
的
産
別
組
織
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
上
か
ら
の
組
織
化
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
た
。
全
国

鉄
鋼
産
業
労
組
の
結
成
に
よ
っ
て
、
関
西
支
部
が
生
ま
れ
、
県
下
で
は
住
友
・
久
保
田
を
徐
き
、

七
組
合
一
万
一
一

0
0
0人

が
参
加
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
二
十
一
年
九
月
十
六
日
っ
産
別
兵
庫
地
方
会
議
」
が
結
成
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
労

組
は

方
で
産
別
系
の
全
罰
則
恥
産
労
組
に
参
加
し
つ
つ
、
他
方
で
総
向
盟
県
速
に
と
ど
ま
り
、
多
く
は
両
者
へ
の

一
重
加
盟
と

い
う
変
則
的
な
状
態
に
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
行
わ
れ
た
国
鉄
・
海
員
の
首
き
り
「
合
理
化
L
一
反
対
闘
争
は
、
産
別
会
議
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
も
と
労
働
運

動
を
急
進
化
さ
せ
た
。
昭
和
二
十
一
年
夏
、
間
鉄
当
局
は
七
万
五

0
0
0人
の
人
員
整
理
を
、
時
を
同
じ
く
し
て
揮
運
業
者
は

四万一一一

0
0
0人
の
首
切
り
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
器
鉄
は
九
月
十
五
日
ゼ
ネ
ス
ト
決
行
の
態
勢
を
と
り
、
海
員
組
合
一
は

六
万
人
の
海
員
が
一
一
日
間
の
ス
ト
を
実
施
し
た
。
こ
う
し
て
、
戦
後
の
労
働
運
動
の
最
初
の
大
き
な
波
は
、
国
鉄
・
海
員
の
人

員
整
理
反
対
闘
争
を
中
心
に
大
き
く
ま
き
起
こ
り
、
産
別
会
議
を
は
じ
め
と
す
る
各
組
合
の
共
間
関
争
体
制
が
こ
れ
を
支
え
た
。

「氏支イヒ」と地方政治

神
戸
で
も
、
年
初
よ
り
絶
え
間
な
く
賃
上
げ
、
危
機
突
破
資
金
の
要
求
が
つ
づ
け
ら
れ
た
が
、
食
糧
危
機
の
逼
迫
は
一
一
隠
そ

れ
や
｝
制
刺
激
し
た
。
六
月
の
食
糧
危
機
突
破
大
会
よ
り
、
七
月
の
労
働
関
係
調
整
法
反
対
労
働
者
大
会
へ
と
闘
争
は
し
だ
い
に
政

治
化
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
と
平
行
し
て
全
逓
・
神
鋼
・
県
教
員
・
金
川
崎
な
ど
官
公
労
・
大
食
業
労
組
は
危
機
突
破
資
金
な
ど
の
要
求
を

第二節

通
じ
て
、
激
し
い
闘
争
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
点
領
箪
は
「
占
領
、
目
的
に
違
背
す
る
労
働
運
動
は
取
り
締
ま

る
」
旨
の
通
牒
を
お
こ
な
い
、
ま
た
争
議
状
況
の
報
告
、
生
産
低
下
を
許
さ
な
い
旨
の
命
令
が
な
さ
れ
た
。

し
か
し
、
国
鉄
・
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海
員
の
激
し
い
人
員
整
理
反
対
闘
争
を
き
っ
か
け
と
し
て
全
国
的
に
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
労
組
の
間
争
は
、
基
幹
産
業
を
網
羅

し
た
広
範
な
労
働
者
の
共
錦
、
な
主
力
と
し
、
十
月
闘
争
を
経
て
政
治
的
ス
ト
の
様
相
な
被
び
だ
し
た
。

世
間
国
内
閣
打

倒
国
民
大
会

民
間
産
業
に
比
べ
そ
の
ふ
ハ

O
%程
度
に
賞
金
を
抑
え
ら
れ
て
い
た
公
務
員
労
働
者
は
、
昭
和
二
十
一
年
十
一

月
二
十
六
日
全
官
公
庁
労
働
組
合
共
開
闘
争
委
員
会
（
共
闘
）
を
結
成
し
、
赤
字
補
填
金
要
求
な
ど
生
活
権
を

か
け
賃
上
げ
統
一
闘
争
に
向
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
官
僚
機
構
の
民
主
化
要
求
と
結
び
つ
い
て
、
政
治
部
争
の
様
相
を
塁
し
は
じ

め
た
。
神
戸
で
も
、
教
員
組
合
・
全
逓
・
県
職
・
神
戸
市
職
な
ど
当
時
比
較
的
早
く
組
織
さ
れ
て
い
た
分
野
で
十

月
頃
か
ら

は
じ
ま
っ
た
。
兵
庫
県
教
員
総
合
連
盟
は
十
一
月
六
日
、
全
国
大
会
の
決
定
に
応
じ
、
最
低
生
活
権
の
獲
得
を
め
ざ
し
、
ゼ
ネ

ス
ト
態
勢
の
確
立
を
決
め
た
。
分
裂
し
た
神
戸
市
教
組
も
こ
れ
に
同
調
し
た
。
十
一
月
十
九
日
全
逓
従
業
員
組
合
兵
庫
県
協
議

会
は
、
臨
時
大
会
を
聞
き
、
全
閣
大
会
の
決
定
合
支
持
し
、
神
戸
市
従
業
員
組
合
年
次
大
会
（
十
一
月
二
十
六
日
）
は
生
活
保
障
金

の
確
立
な
ど
を
決
め
た
。
同
派
職
を
は
じ
め
官
公
労
各
組
合
は
生
活
保
障
賃
金
の
確
立
を
中
心
に
態
勢
を
整
え
る
や
、
共
闘
組
織

の
結
集
に
つ
と
め
、
中
央
に
遅
れ
る
こ
と
十
日
余
り
、
十
二
月
六
日
兵
庫
県
全
官
公
庁
共
闘
委
員
会
（
県
全
官
公
庁
共
闘
）
を
結
成

し
た
。
官
公
労
組
を
中
心
と
し
た
共
闘
大
会
は
、

一
方
で
は
倒
閣
運
動
へ
も
発
展
し
た
。
そ
し
て
、
十
一
一
月
二
十
一
日
神
戸
諏

訪
山
小
学
校
で
「
生
活
権
獲
得
全
官
公
庁
労
働
者
大
会
し
を
開
催
、
大
会
終
了
後
湊
川
公
閣
で
隣
接
中
の
吉
田
内
閣
打
倒
閣
民

大
会
に
合
流
し
た
。

吉
田
内
閣
打
倒
罰
民
大
会
は
、
十
二
月
二
十
一
日
午
後
一
時
か
ら
湊
川
公
闘
で
、
産
別
の
影
響
下
に
あ
っ
た
兵
庫
県
全
官
公

庁
共
闘
傘
下
の
組
合
だ
け
で
な
く
、
川
崎
造
船
労
組
な
ど
民
間
労
組
、
社
会
党
、
共
産
党
を
ふ
く
め
、
ム
ハ

O
余
間
体
ニ
万
五

0

0
0人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
大
会
は
士
口
問
内
閣
打
倒
、
社
会
党
中
心
の
民
主
政
府
樹
立
な
ど
八
項
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
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掲
げ
た
。
そ
し
て
、
大
会
は
労
働
戦
線
統
一
な
ど
の
諸
決
議
を
採
択
し
た
後
、
壇
上
で
は
佐
野
芳
雄
総
関
車
代
表
と
村
回
数
馬

産
別
代
表
が
閥
い
握
手
を
交
わ
し
た
と
い
う
。
大
会
後
、
参
加
者
は
県
庁
ま
で
デ
モ
行
進
を
行
い
、
山
市
田
幸
雄
知
事
に
決
議
文

を
わ
た
し
、
倒
閣
へ
の
潤
い
決
意
を
示
し
、
午
後
問
時
過
ぎ
散
会
し
た
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
段
踏
で
は
共
闘
の
た
め
の
統
一

組
織
こ
そ
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
総
同
盟
・
産
別
、
が
運
動
路
線
の
違
い
な
乗
り
越
え
て
共
協
に
ふ
み
き
る
態
勢
を
整
え
て
い

た
一
一
・
一
ゼ

ネ
ス
ト

昭
和
二
十
二
年
は
蹄
争
の
う
ち
に
明
け
た
。

回
首
相
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
年
頭
の
辞
で
労
働
者
た
ち
を
「
不

と
決
め
つ
け
た
。
こ
れ
に
対
し
、
労
働
者
は
憤
激
し
、
闘
争
は
盛
り
上
が
っ
た
。

一
月
十
一
日
、
共

遣
の

開
主
催
で
ス
ト
態
勢
確
立
大
会
が
閲
か
れ
、
バ
ゼ
ネ
ス
ト
宜
一
一
一
口
を
発
表
し
た
。
間
十
五
日
、

総
合
、
六

O
O万
労
働
者

を
結
集
す
る
全
開
労
働
組
合
共
同
開
争
委
員
会
（
全
闘
）
が
結
成
さ
れ
、
共
闘
の
ゼ
ネ
ス
ト
支
持
、
共
闘
闘
争
展
認
の
声
明
書
が

出
さ
れ
た
。
十
八
日
共
関
は
「
二
月
一
日
午
前
零
時
を
期
し
て
決
然
と
し
て
起
ち
、
全
障

斉
に
ゼ
ネ
ス
ト
に
突
入
」
と
の
ゼ

ネ
ス
ト
突
入
宣
言
を
発
表
し
た
。
兵
庫
県
下
で
も
、
向
日
生
回
一
弘
北
野
悶
民
学
校
で
ゼ
ネ
ス
ト
突
入
宜
一
一
一
一
口
大
会
が
閲
か
れ
、

「民主化J と地方政治

逓
、
国
鉄
、
全
気
象
、
全
専
売
、
全
農
林
、
神
戸
税
関
、
県
職
、
神
戸
市
職
な
ど
の
組
合
員
が
続
々
と
集
ま
り
、
友
誼
団
体
の

日
述
、
川
崎
造
船
、
電
産
、
港
湾
な
ど
の
組
合
員
な
ふ
く
め
て
、
参
加
人
員
は
五

0
0
0人
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
以

後
県
下

地
区
で
地
方
共
同
闘
争
委
員
会
が
結
成
さ
れ
た
。

月
二
十
八
日
全
開
主
擢
で
官
域
前
で
吉
田
内
閣
打
倒
・
危
機
突
破
悶
民
大
会
が
間

O
万
人
を
集
め
て
聞
か
れ
た
の
を
は
じ

第二節

め
、
全
国
各
地
で
悶
民
大
会
が
聞
か
れ
た
。
兵
庫
県
下
で
は
、
神
戸
湊
川
公
開
闘
の
県
大
会
を
は
じ
め
、
洲
本
、
姫
路
、
西
宮
、

尼
崎
の
各
地
で
地
域
大
会
が
開
か
れ
た
。
『
神
戸
』
（
昭
和
二
十
二
年
一
月
二
十
九
日
）

は
、
「
各
地
に
倒
閣
の
雄
叫
び

寒
風
っ
き
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々
の
〕
ア
モ

勤
労
大
衆
の
不
満
最
高
潮
L

と
題
し
て
、
神
戸
市
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

述
立
内
閣
の
構
想
な
る
か
、
政
治
の
混
迷
と
一
一
・
一
ス
ト
決
行
へ
高
ま
る
労
働
攻
勢
の
真
只
中
に
、
全
国

斉
に
聞
か
れ

た
吉
田
亡
閣
内
閣
打
倒
・
危
機
突
破
兵
庫
県
国
民
大
会
は
県
下
民
主
団
体
一
一
一
万
五
千
を
集
め
て
赤
旗
、
プ
ラ
カ
ー
ド
の
林

の
中
に
二
十
八
日
神
戸
湊
川
公
開
会
場
で
開
か
れ
た
。

定
刻
午
後
一
時
、
島
野
氏
（
国
鉄
）
の
司
会
で
開
会
、
議
長
松
沢
（
社
会
党
）
、
開
議
長
村
田
（
産
別
）
、
前
閉
（
総
問
販
）
各
氏
を

決
定

『
い
ま
や
臼
木
の
再
建
は
諸
君
全
勤
労
大
衆
の
手
で
新
し
く
築
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
諸
君
の
不
屈
の
決
意
を

此
の
大
会
に
燃
え
上
が
ら
せ
よ
』
と
の
議
長
の
あ
い
さ
つ
に
つ
ぎ
、
（
略
）
各
参
加
加
盟
団
体
代
表
が
こ
も
ご
も
吉
田
内
閣

の
即
時
退
陣
と
民
主
政
府
の
樹
立
及
び
ニ
・
一
ス
ト
絶
対
支
持
を
絶
川
町
、
途
中
電
産
労
組
藤
井
氏
か
ら
徴
妙
に
動
く
連
立

内
閣
成
立
へ
の
動
き
を
説
明
、
そ
の
歎
鴎
性
を
暴
露
し
て
、

『
連
立
内
閣
絶
対
反
対
と
本
大
会
実
行
委
員
会
が
民
主
政
府

樹
立
の
日
ま
で
引
き
続
い
て
運
動
を
実
行
せ
よ
』
と
の
緊
急
動
議
を
提
出
、
満
場
の
歓
声
裡
に
右
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

（
そ
し
て
）

決
議
文
を
可
決
し
て
大
会
を
終
了
、

ひ
き
つ
づ
い
て
（
略
）
デ
モ
行
進
に
う
つ
り
、
え
ん
え
ん
十
数
町
に

わ
た
る
整
然
た
る
デ
モ
は
県
庁
｜
元
町
｜
市
交
通
局
｜
神
戸
駅

i
新
開
地
を
経
て
、
再
び
擦
川
公
開
に
歪
り
、
午
後
五
時

解
散
し
た
。
な
お
、
決
議
文
は
実
行
委
員
に
よ
っ
て
岸
田
知
事
に
手
交
さ
れ
た
。

一
月
一
一
十
五
日
か
ら
中
央
労
働
委
員
会
の
斡
旋
で
行
わ
れ
た
共
闘
と
政
府
間
の
交
渉
は
、

回
目
の
一
一
十
九
日
午
後
九
時

一
五
分
つ
い
に
決
裂
、

一
・
一
、
ゼ
ネ
ス
ト
は
不
可
避
の
情
勢
と
な
っ
た
。
兵
庫
県
下
で
は
、
一
一
十
八
日
の
大
会
後
、
各
組
合
が

ニ
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
突
入
体
制
に
入
っ
た
。
翌
一
一
一
十
日
深
夜
か
ら
三
十
一
日
に
か
け
て
、
全
官
公
労
は
拡
大
闘
争
委
員
会
を
開
き
、

ス
ト
決
行
を
再
確
認
し
た
。
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こ
の
間
の
動
き
を
、
兵
庫
軍
政
部
の
レ
ポ
ー
ト
に
見
て
み
よ
う
。

勺
こ
の
レ
ポ
ー
ト
が
提
出
さ
れ
た
問
、
一
一
月

日
に
始
ま

る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
脅
威
的
・
全
国
的
ス
ト
が
当
軍
政
部
に
直
接
か
か
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
。

い
く
つ
か
の
予
定
外
の

大
会
や
会
合
が
国
鉄
労
組
、

日
通
労
組
、
全
逓
労
組
の
代
表
者
た
ち
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
。
こ
れ
ら
の
グ
ル

i
プ
は
当
局
に
は

よ
ば
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
計
画
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
述
べ
る
べ
く
や
っ
て
き
た
。
労
組
代
表
た
ち
は
当
軍
政
部
に
占
領
軍
に

供
す
る
輸
送
に
関
す
る
。
フ
ラ
ン
の
詳
細
を
述
べ
た
。
開
封
の
も
の
は
日
常
の
占
領
軍
用
列
車
に
加
え
て
動
か
さ
れ
る
列
率
の
ス

「民主化」と地方政治第二節

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。
代
表
た
ち
は
、
も
し
ス
ト
が
起
こ

っ
た
場
合
も
ス
ト
の
開
兵
路
県
で
は
、
占
領
軍
の
介
入
は

兵J!lI軍政f泌がおかれた県会議事堂

な
い
で
あ
ろ
う
と
保
－
託
し
た
。

マ
ッ
カ

l
サ

l
元
帥
に
よ

る
時
｛
立
を
得
た
必
要
な
介
入
が
、

日
本
国
民
の
既
に
緊
迫

し
た
経
済
状
況
へ
の
圧
倒
的
な
打
撃
と
な
る
で
あ
ろ
う
も

の
を
防
い
だ
。
本
軍
政
部
は
組
織
労
組
の
彼
ら
の
特
権
に

沿
っ
て
、
そ
の
責
任
と
義
務
に
つ
い
て
代
表
た
ち
に
忠
告

し
た
。
L

一
日
午
後
二
時
三

O
分、

マ
γ

カ
i

と
こ
ろ
が
、

写真 79

サ
ー
は
「
現
在
の
よ
う
な
疲
弊
し
窮
迫
し
た
状
態
の

お
い
て
か
く
も
恐
る
べ
き
社
会
的
武
器
の
使
用
を
許
可
し

な
い
L

と、

ス
ト
中
止
命
令
を
出
し
た
。
三
十
一
日
昼
過

近代・現代E霊5た繍N
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ぎ
、
神
戸
一
一
一
越
の
隣
の
松
屋
（
家
具
店
）
の
一
一
一
階
に
あ
っ
た
県
共
闘
本
部
に
米
軍
M
P
が
来
て
、
共
闘
の
解
散
を
命
令
し
た
。
こ

の
後
、
午
後
九
時
二

O
分
伊
井
弥
四
郎
共
闘
議
長
の
ゼ
ネ
ス
ト
中
止
の
ラ
ジ
オ
放
送
が
あ
り
、
県
下
各
労
組
は
ゼ
ネ
ス
ト
を
中

止
し
、
1
1

ハ
関
組
織
は
解
体
し
て
い
っ
た
。

4 

昭
和
ニ
十
二
年
四
月
選
挙

兵
庫
泉
民
主
政

治
会
の
結
成

昭
和
二
十
一

（
一
九
四
六
）
年
四
月
総
選
挙
の
結
果
は
、
保
守
政
党
に
危
機
感
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

中
央
で
は
、
自
由
・
進
歩
両
党
間
で
、
議
会
の
安
定
勢
力
を
つ
く
る
た
め
に
、
保
守
戦
線
の
統
合
の
声
が

起
こ
っ
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
兵
庫
県
で
も
保
守
戦
線
合
同
の
動
き
が
出
て
き
た
。
ま
ず
、
六
月
一
一
十
七
日
間
会
の
院
内
食

堂
で
斎
藤
隆
夫
国
務
相
の
音
頭
の
も
と
県
出
身
の
両
党
議
員
が
参
集
、
「
県
下
両
党
の
提
携
の
強
化
、
党
勢
の
拡
大
強
化
な
ど
L

を
中
心
に
懇
談
す
る
と
と
も
に
、
実
現
の
第
一
歩
と
し
て
両
党
県
支
部
を
統
合
し
、
選
挙
に
も
共
同
推
薦
の
形
を
と
る
こ
と
を

決
定
し
た
（
『
神
戸
』
昭
和
二
十
一
日
ヰ
六
月
二
十
八
日
）
。

こ
れ
を
受
け
て
、
県
下
で
は
、
当
面
地
方
議
会
選
挙
に
重
点
を
お
い
て
、

両
党
が
共
同
戦
線
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
兵
庫
県
に
お
い
て
、
保
守
戦
線
が
成
立
し
た
の
は
、
保
守
政
党
内
部
に
旧
民
政
・

政
友
の
違
い
は
あ
っ
た
も
の
の
、
自
由
党
系
の
勢
力
が
弱
か
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

同
年
十
月
十
九
日
、
県
選
出
両
党
議
員
お
よ
び
削
除
会
議
員
有
志
ら
は
県
庁
に
参
集
、

「
兵
庫
県
民
主
政
治
会
L

を
結
成
す
る

こ
と
に
な
り
、
会
則
を
決
定
し
、
月
末
の
斎
藤
国
務
相
の
来
県
を
待
っ
て
神
戸
市
で
結
成
式
を
挙
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

し
て
、
翌
月
六
日
神
戸
市
諏
訪
山
田
氏
学
校
で
、
結
成
式
が
聞
か
れ
、
県
議
問
八
人
を
中
心
に
、
会
長
に
斎
藤
隆
夫
、
幹
事
長

938 戦後の神戸市第五苦手



に
森
崎
了
一
一
一
を
選
ん
だ
。

選
挙
法
改
正
と
第

二
次
公
織
追
放

昭
和
ニ
十
一
年
四
月
総
選
挙
の
結
果
は
、
自
由
・
進
歩
・
社
会
の
一
一
一
党
鼎
立
と
小
党
分
立
を
招
い
た
。

と
り
わ
け
社
会
党
の
進
出
、
共
産
党
の
議
席
獲
得
な
ど
革
新
政
党
の
進
出
は
、
保
守
政
党
の
危
機
感
を

高
め
た
。
こ
の
結
果
、
保
守
政
党
側
か
ら
選
挙
法
改
正
の
動
き
が
起
こ
り
、
翌
二
十
二

に
は
大
選
挙
区
制
限
連
記
制
が

蕗
さ
れ
、
現
行
の
中
選
挙
一
民
単
記
制
が
復
、
活
し
た
。
他
方
、
こ
れ
に
先
立
ち
G
E
Q
で
は
、
間
年
一
月
四
日
に
第
二
次
公
職
追

放
令
を
出
し
た
。
第
一
次
追
放
は
中
央
段
階
で
公
職
に
あ
っ
た
も
の
を
そ
の
対
象
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
度
は
さ
ら
に
府
県
段

階
の
公
職
保
持
者
お
よ
び
財
界
・
言
論
界
の
指
導
者
に
ま
で
そ
の
範
聞
を
拡
大
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十

年
十
一
月
七
日
、
政
府
は
「
地
方
公
職
に
対
す
る
追
放
覚
書
に
関
す
る
件
」
を
発
表
し
、
地
方
議
会
議
員
、
市
町
村
長
、
助
役
、

収
入
役
そ
の
他
支
任
あ
る
地
方
公
務
員
の
職
を
新
た
に
公
職
に
編
入
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
す
る
資
格
審
査
基
準

を
若
干
拡
大
し
た
。
翌
一
一
十
二
年
一
月
四
日
政
府
は
「
就
職
禁
止
、
退
官
、
退
職
に
関
す
る
勅
令
」
を
全
面
的
に
改
定
、

「

地

方
公
共
団
体
の
職
員
お
よ
び
議
会
の
議
員
」
も
対
象
と
し
、
大
政
翼
賛
会
・
翼
賛
青
年
間
な
ど
の
町
村
支
部
長
も
公
職
を
追
放

「民主イじ」と地方政治

さ
れ
た
。
し
か
も
、
三
親
等
内
の
（
身
代
わ
り
）
就
職
も
否
定
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
神
戸
市
会
関
係
で
は
、

上

上
野
清
司
、
宇
野
美
夫
、
清
水
際
治
、
丹
下
良
太
郎
、
丹
波
助
一
、
滝
川
勝
二
、
安
藤
真
て
福
井
文
雄
、
富
士
弁

太
郎
、
阿
部
市
助
、
成
瀬
佐
太
郎
の
一
二
人
が
該
当
し
た
（
『
神
戸
』
昭
和
二
十
二
年
一
月
十
八
日
）
。
そ
し
て
、

マ
ッ
カ

l
サ
ー
は

一
一
・
一
ス
ト
禁
圧
後
の
二
月
七
日
、
吉
田
首
相
に
宛
て
総
選
挙
実
施
の
指
令
を
出
し
た
。
こ
の
結
果
、
昭
和
二
十
一
一
年
四
月
は
、

第二節

予
定
さ
れ
て
い
た
地
方
選
挙
・
参
議
院
選
挙
に
、
衆
議
院
総
選
挙
が
加
わ
り
、
あ
わ
た
だ
し
い
一
カ
月
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
度
も
占
領
下
で
あ
っ
た
た
め
、
総
可
令
部
の
指
示
に
よ
り
、
選
挙
は
占
領
軍
の
股
視
の
も
と
に
行
わ
れ
、
投
薬
所
、
開
票

近代・現代自主Eた額百N939 



所
も
英
語
の
表
示
（
3
5口
問
］

V
F
5
2
5広
間
四
回

2
0）
が
な
さ
れ

巡
視
さ
れ
た
。

初の知事・市長選

初
の
知
事

市
長
公
選

昭
和
二
十
二
年
四
月
五
日
、
初
の
市
長
・
知
事

選
挙
が
同
時
に
行
わ
れ
た
。
県
知
事
に
は
、
民

政
会
が
岸
田
幸
雄
を
、
社
会
党
、
が
松
沢
兼
人
を
擁
立
し
た
。
他
方
、

神
戸
市
長
選
挙
に
は
、
民
政
会
が
代
議
土
当
選
七
回
の
経
歴
を
も

つ
小
寺
謙
士
口
を
、
社
会
党
は
神
戸
市
復
興
本
部
長
か
ら
助
役
と
な

写真 80

っ
た
原
口
忠
次
郎
を
擁
立
し
た
ほ
か
、
共
産
党
か
ら
堀
川
一
知
、

無
所
属
か
ら
木
下
政
が
立
候
補
し
た
。
社
会
党
が
原
口
な
市
長
候

捕
に
推
薦
し
た
の
は
同
年
一
一
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
り
、
同
候
補

土

一
日
に
社
会
党
に
入
党
し
た
。

他
方
、
民
政
会
が
小

寺
を
推
薦
し
た
の
は
三
月
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
保

守
・
革
新
の
両
候
補
が
争
う
こ
と
に
な
っ
た
。

兵
庫
、
生
田
両
区
で
、
原
口
候
補
を
引
き
磁
し
、
七
万

投
票
率
は
、
知
事
選
・
市
長
選
五

0
・
0
九
%
で
あ
り
、
結
果
は
、
表
加
の
と
お
り
で
あ
る
。
小
寺
候
補
は
旧
市
内
こ
と
に

八
票
を
獲
得
し
て
、
初
代
公
選
市
長
と
な
っ
た
。
選
挙
結
果
に

つ
い
て
、
当
時
の
新
聞
（
吋
神
一
戸
』
四
月
七
日
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

神
戸
市
長
選
挙
閉
幕
前
は
原
口
候
補
の
有
力
が
目
立
っ
て
い
た
。
何
分
前
回
の
総
選
挙
で
、
社
会
党
は
神
戸
市
内
の
票
の

940 第五主主戦後の神戸市



「民主イんと地方政治第二節

六
割
を
と
り
、

一
方
保
守
陣
営
の
民
政
会
は
当
初
小
寺
、

田
村
、
佃
各
氏
の
乱
立
気
配
が
あ
り
、
市
会
も
大
港
部
建

設
計
画
立
案
者
と
し
て
の
原
口
氏
に
好
意
を
寄
せ
て
い
た

か
に
み
え
た
。
だ
が
そ
の
後
民
主
政
治
会
の
陣
営
整
備
な

り
、
小
寺
対
原
口
の
鋼
人
と
し
て
の
幅
の
広
さ
が
競
わ
れ

出
し
て
か
ら
は
形
勢
は
謹
沌
化
し
た
。
選
挙
に
達
者
な
専

門
家
を
も
っ
点
で
は
保
守
陣
に
一
日
の
長
が
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
原
口
氏
は
前
助
役
で
あ
っ
た
と
は
い
え
著
名
の

点
で
は
H

神
戸
の
長
老
μ

に
比
ベ
損
、
投
票
日
が
迫
る
に

つ
れ
、
社
会
党
側
に
焦
慮
の
色
が
あ
ら
わ
れ
、
こ
れ
に
対

し
小
寺
派
は
個
々
の
食
い
込
み
に
気
を
良
く
し
て
気
勢
を

あ
げ
ゴ

i
ル
に
飛
び
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
社
会

党
は
前
田
総
選
挙
の
好
結
果
か
ら
そ
の
後
の
情
勢
の
変
化

を
甘
く
み
て
い
た
こ
と
に
作
戦
の
誤
り
が
あ
っ
た
と
み
ら

れ
る
。

昭和22年 4月神戸市長・兵隊県知事選挙結果表 200

兵庫県知事選挙神戸市長選挙7.JIJ 挙選

6
 

0

－r
b
ハ

ツ

ハ

ツ

ヲ

ゐ

勾

d

今’
h

’

o

凶

2

4・
内

0

4・
4
B
4・
司
》

13, 

2,803 

3, 781 

12, 811 

17, 963 

6,865 

6,677 

1

1

8

3

5

4

・

戸、d
〆
h

u

c

J

戸、d
H

、dr
h
u

10, 

2,970 

6,025 

17,690 

20,386 

8,273 

11,810 

〆

h
U
0
6
4・
r
o
n
u
y
Q
J

4
3
4
4
a
4
3
 

12, 

2,695 

3, 770 

13,084 

18, 174 

7,486 

7,347 

0
0
0
6
4・
q’
o
δ
〈
M

4

5

5

4
・
4

5

10, 

2,850 

5, 771 

16,982 

19,605 

7,367 

10,354 

ム

ロ

国

庫

国

際

水

寄

生

兵

長

須

霊

資料： r選挙の記録a

45 64,403 55 77, 596 45 65, 072 50 73,318 ,!>.. 
ドE

近代.~晃代B歪史綴W941 



参
議
続
・
衆

議
院
選
挙

四
月
二
十
日
に
は
、
初
め

て
の
参
議
院
通
常
選
挙
が

行
わ
れ
た
。
定
数
六
名
（
う
ち
一
二
名
は
三
年
議

員
）
に
対
し
、

二
人
が
立
っ
た
。

結
果
は
、

社
会
党
の
原
口
忠
次
郎
、
民
政
会
の
藤
森
真

治
、
無
所
属
の
八
木
学
士
口
が
六
年
議
員
に
、

進
歩
党
の
田
口
政
五
郎
、
小
畑
哲
夫
、
民
政

会
の
赤
木
正
雄
が
一
一
一
年
議
員
に
当
選
し
た
。

つ
寺
つ
い
て
、

四
月
二
十
五
日
に
は
衆
議
院
総

選
挙
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
度
は
、
選
挙
法
の

改
正
に
よ
り
、
中
選
挙
区
単
記
制
で
行
わ
れ

た
。
こ
の
結
果
、
神
戸
市
は
第
一
一
弘
と
な
っ

た
（
関
口
ω
）
。
定
員
一
ニ
人
に
対
し
、

一
間
人
が

立
候
補
し
た
。
結
果
は
、
社
会
党
の
松
、
沢
兼

人
、
永
江
一
夫
、
民
主
党
の
佃
良
一
が
当
選

し
た
。
社
会
党
は
市
内
で
四

%
な
獲
得
し
、

兵
庫
・
垂
水
の
ご
区
を
除
い
て
得
票
率
に
お

現在の神戸市域
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い
て
ト
ッ
プ
を
占
め
た
（
衆
議
院
総

選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
表
初
参
照
）
。

二
十
二
年
総
選
挙
に
お
け
る
社
会

党
の
伸
長
は
全
国
的
な
も
の
で
あ

り
、
同
党
は
一
四
一
一
一
議
席
を
獲
得

一
服
第
一
党
に
踊
り
山
山
た
。
以
下
、

自
由
党
一
一
一
一
一
、
民
主
党
（
進
歩
党

の
後
身
）
一
一

問
、
国
民
協
同
党
一
一
一

て
共
政
党
問
、
諸
派
・
無
所
属

で
あ
っ
た
。
こ
の
度
も
、
過

半
数
を
占
め
る
政
党
は
な
く
、
政

「民主化」と地方政治

局
は
再
び
連
立
内
閣
の
帰
趨
を
め

ぐ
っ
て
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

結
局
、
六
月
一
日
社
会
党
の
片
山

哲
を
首
班
に
社
会
・
民
主
・
関
民

第二節

協
関
党
に
よ
る
一
一
一
党
連
立
内
閣
が

成
立
し
た
。
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各候補者得主主数（ 1万票以上〕

当著5 候補者名 党派 得写芸数

当選 松沢完売人 社会党 42,526 

当選 仰1 良 民主党 34,350 

当選 永 江 一 夫 社会党 33,670 

次点 首藤新入 自由党 26,538 

池田涼一郎 民主党 13,940 

山口敬一 民主党 10,002 

区別党派得察数.:p辱禁ネ

日一一日

29, 597 

8, 011 

12,063 

39, 234 

48, 227 

18,657 

23 916 

メ弘
仁1

i
A
A口
問

時

仲

間

際

水

相
側

寄

生

兵

長

須

丞

61 179, 705 7,830 

(It) 合計ーのあわないところがあるが資料どおりilcili'L

資料：前掲 r選挙の記録a

42 32 I 76, 196 15 I 58, 282 26, 538 合計

近代・現代Jfi!.?t編N943 



戦
後
初
の
市

会
議
長
選
挙

戦
後
初
の
市
会
議
員
選
挙
は
、
県
会
議
員
選
挙
と
と
も
に
、
四
月
選
挙
の
ラ
ス
ト
を
飾
っ
て
、
向
三
十
日
に

行
わ
れ
た
。
立
候
補
者
は
定
数
五
六
人
に
対
し
、
民
主
政
治
会
八
一
一
人
、
社
会
党
三
一
人
、
民
主
党
一
四
人
、

共
産
党
七
人
、
国
民
協
同
党
六
人
、
自
治
問
志
会
三
人
、
諸
派
・
無
所
属
四

O
人
の
計
一
八
三
人
で
あ
っ
た
。
投
票
率
は
六
二
・

九
%
で
あ
っ
た
。
結
果
は
（
表
加
参
照
）
、
民
主
政
治
会
ニ
七
人
（
う
ち
新
人
一
九
人
）
、
社
会
党
一
四
人
（
う
ち
新
人
一

O
人
）
、
民
主

党
六
人
（
う
ち
新
人
四
人
）
、
共
産
党
・
自
治
同
志
会
各
一
入
、
諸
派
・
無
所
属
七
人
で
あ
っ
た
。
公
職
追
放
の
影
響
も
あ
っ
て
、

新
し
く
選
ば
れ
た
議
員
の
う
ち
一
一
一
八
人
が
新
人
と
な
り
、
一
一
一
分
の
一
一
以
上
を
占
め
た
。
ま
た
、
戦
前
の
昭
和
十
七
年
の
市
議
選

で
最
低
年
齢
三
八
歳
、
平
均
五
一
歳
だ
っ
た
の
が
、
今
回
は
最
低
三
一
一
一
歳
、
平
均
四
九
歳
と
若
返
っ
た
。
さ
ら
に
、
共
産
党
か

ら
初
め
て
の
議
員
が
誕
生
し
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

な
お
、
神
戸
市
選
出
の
県
会
議
員
は
立
候
補
者
四
二
人
中
、
民
政
会
か
ら
片
岡
常
松
（
灘
）
、
有
沢
興
七
（
議
合
）
、
大
崎

（
生
田
）
、
豆
谷
大
吉
・
中
野
文
門
（
兵
庫
）
、
細
見
違
蔵
（
長
田
）
、
鈴
木
富
太
郎
・
古
川
政
雄
（
垂
水
）
の
八
人
、
社
会
党
か
ら
杉
本

伍
一
（
灘
）
、
擾
木
英
彦
（
兵
庫
）
、
森
脇
甚
一
（
長
田
）
、
多
国
嫡
一
（
須
際
）
の
四
人
、
民
主
党
の
忠
保
見
道
一
袋
（
長
問
）
の
計

が
当
選
し
た
。

選
挙
後
の
五
月
九
日
、
民
主
政
治
会
か
ら
当
選
し
た
市
会
議
員
は
、
神
戸
市
会
民
主
政
治
会
を
結
成
し
た
（
幹
事
長
中
野
交
門
）
。

五
月
現
在
の
市
会
分
野
は
、
兵
庫
県
民
主
政
治
会
（
の
ち
民
政
会
と
改
称
）
一
一
一
一
一
人
、
社
会
党
一
四
人
、
自
治
同
志
会
一
一
一
人
、
共
産

党
一
人
、
諸
派
・
無
所
属
六
人
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
兵
庫
県
民
主
政
治
会
は
中
央
で
の
政
党
情
勢
の
変
化
や
、
四
月
選
挙
で

一
応
の
目
的
を
達
し
た
こ
と
な
ど
で
、
そ
の
動
向
は
流
動
的
と
な
っ
た
。
早
く
も
同
年
七
月
に
は
、

「
片
山
内
閣
の
成
立
を
中

心
と
す
る
客
観
情
勢
の
変
化
に
よ
り
ヘ
衆
参
両
院
議
員
を
除
い
た
県
・
市
会
議
員
の
政
治
団
体
へ
の
衣
替
え
を
闘
っ
た
。

944 

京I)A さ

~~五主主戦後の神戸市



「民主化」と地方政治第二節

昭和22年4月市会議長選挙結来表 202

党派7]1］・区別立候補者数および当選者数

nu

’aム
必

咋

守

主

4gaa

内‘υ
ハU
J

。nv

ハU
n
u

共産党

nu

ハu
n
u
n
U
4
i
n
u
n
U

μ
b
n
u
n
u

フ
U

4・
ラ
白

1

社会党

n
d
1
A
q
h

〆
O

n

j

今

ο

F

3

3

1

4

7

5

3

4

 

民政会

t
U
2
U
7
a
《

U
Z
υ
n
x
U
0
6

4
i

内，
A

内，
L

灘

1f 合

金田

兵庫

長自

須磨

霊水

183 

(ti:) 党派の左の数字が立役補者数，右が当選者数。

資料： F選挙の記録a

7 40 3 。7 14 31 27 82 言tメ〉、
日

合計

官げ

30,627 

9,061 

12,696 

42, 756 

53,029 

19,442 

27, 738 

区別党派得票数.t号渓率

93, 591 I 48 I 18, 494110 I 41, 638 I 2114, 150 I 21 3, 850 I 21 33, 6261111195, 349 

近代・現代E査E包編N

資料： r選挙の記録』

合計

945 



ら
に
、
何
年
十
月
以
来
強
ま
っ
た
自
由
党
の
党
勢
拡
張
の
動
き
に
対
応
し
て
、
間
二
十
五
日
に
は
民
主
党
支
部
結
成
の
動
き
が

現
れ
た
。
翌
二
十
三
年
に
入
る
と
、
市
会
は
正
副
議
長
な
ど
役
員
改
選
問
題
に
端
を
発
し
、
紛
糾
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
間
五

月
に
は
、
民
主
政
治
会
か
ら
脱
会
者
が
相
次
ぎ
、
保
守
戦
線
は
分
裂
し
、
市
会
分
野
は
民
主
政
治
会
一
七
、
社
会
党
一
四
、
自

治
同
志
会
入
、
政
交
ク
ラ
ブ
（
自
由
党
系
）
七
、
共
産
党
一
と
な
っ
た
。

946 tn五1；－.： 戦後の有fl戸Tj]


